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入園式（こどもの国さくら草保育園）

常任委員会の年間活動成果 P20

保育所４園を新設
     平成 27 年度予算決まる P2



23

とだ議会だより No.186とだ議会だより No.186

保育所の新設等で定員実質 221人増 予算決まる
一 般 会 計　479億円　4.2％減
歳入：市税　267億円　1.1％減

平成
27 年度

ニチイキッズ上戸田保育園80人こどもの国さくら草保育園100人

にいぞ虹保育園70人 ちびっこランドすみれ保育園26人

定員拡大
３園35人

3000(m)15007500
許可なく複写・複製を禁ずる

平成２７年度
戸田市予算マップ

とだみちゃん

戸田市の財政案内人 おさいふくん

平成２７年度に行う事業を
地図にしてみました。

とだ議会だより No.186とだ議会だより No.186

23

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

（財務部財政課作成）

※ 上戸田保育園が３月 31 日で閉園し、90 人減
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げ
額
を
低
く
抑
え
る
努
力

を
す
べ
き
だ
っ
た
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

20
対
３)

本
市
の
課
税
限
度
額
は

73
万
円
。
平
成
27
年
度
に

法
定
限
度
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
と
85
万
円
と
な
り
、

差
が
12
万
円
と
な
る
こ
と

か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の

安
定
的
な
運
営
及
び
税
負

担
の
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
、
課
税
限
度
額
を
見

直
し
、
77
万
円
に
改
め
る

も
の
で
す
。

今
回
の
賦
課
限
度
額
の

改
正
は
、
平
成
23
年
度
税

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

第
１
号
被
保
険
者
の
介

護
保
険
料
率
等
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
額

を
低
く
抑
え
る
努
力
を

本
条
例
は
介
護
保
険
の

基
準
額
を
年
額
５
万
３
２

０
０
円
か
ら
６
万
７
２
０

制
改
正
当
時
の
法
定
限
度

額
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
高
額
所
得
者
に

応
分
の
負
担
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

20
対
３)

※
委
員
会
審
査
に
お
い
て
、

課
税
限
度
額
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
賛
否
両
論

が
あ
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
繰
出
金
の

増
額
、
財
政
調
整
基
金
等

の
積
立
金
を
計
上
、
歳
入

で
は
、
市
税
及
び
学
童
等

災
害
共
済
事
業
特
別
会
計

０
円
に
値
上
げ
す
る
も
の

で
あ
る
。
消
費
税
が
増
税

さ
れ
、年
金
支
給
額
も
年
々

削
減
さ
れ
、
ま
す
ま
す
厳

し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
中
で
の
値
上
げ
は
、

高
齢
者
に
と
っ
て
耐
え
が

た
い
も
の
で
あ
る
。

戸
田
市
は
、
低
所
得
者

の
値
上
げ
額
を
低
く
抑
え

る
た
め
に
、
所
得
階
層
を

９
段
階
か
ら
13
段
階
に
す

る
な
ど
一
定
の
努
力
は
し

て
い
る
が
、
全
て
の
階
層

で
保
険
料
の
値
上
が
り
に

な
っ
て
い
る
。
戸
田
市
で

も
地
方
消
費
税
交
付
金
が

７
億
円
の
増
収
に
な
る
。

差
額
だ
け
で
も
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行

い
、
介
護
保
険
料
の
値
上

３
月
定
例
会
は
２
月
23
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
31
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
45
件
と
、
議
員

提
出
議
案
２
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
議
案
に
対

し
延
べ
23
人
の
議
員
が
質
疑
し
、
議
案
２
件
に
対
し
、
４

人
の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
施
政
方
針
に
対
す
る
総
括
質
問
で
は
、
会
派
を
代

表
し
て
５
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３

の
終
了
を
決
定
し
た
こ

と
か
ら
、
平
成
27
年
度

か
ら
は
戸
田
市
が
継
続

し
て
実
施
す
る
た
め
予

算
を
計
上
し
た
。

学
習
支
援
事
業
で
は
、

支
援
の
対
象
を
生
活
保

護
世
帯
に
加
え
て
、
生

活
困
窮
者
世
帯
の
子
供

に
も
拡
大
を
す
る
。
教

員
経
験
が
あ
る
支
援
員

を
任
用
し
、
個
別
家
庭

訪
問
を
通
じ
て
、
子
ど

も
の
教
育
に
関
し
て
相

談
相
手
と
な
り
、
必
要

な
助
言
を
行
う
。
状
況

に
応
じ
て
、
学
校
や
専

門
機
関
へ
の
橋
渡
し
な

ど
も
行
う
。

Ｑ
喫
煙
制
限
区
域
指
定
に

至
っ
た
経
緯
は
。

Ａ
平
成
20
年
度
に
「
戸
田

市
ポ
イ
捨
て
等
及
び
歩

行
喫
煙
を
な
く
す
条
例
」

を
施
行
し
、
市
民
等
の

環
境
美
化
意
識
の
高
揚

に
努
め
て
き
た
。
こ
れ

ま
で
市
内
３
駅
の
駅
頭

に
お
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
に
よ
り
当
該
条
例

の
周
知
を
図
っ
て
き
た

が
、
い
ま
だ
に
歩
行
喫

煙
等
に
関
す
る
苦
情
が

繰
入
金
の
増
額
等
を
見
込

ん
だ
も
の
で
す
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

20
対
３)

※
委
員
会
審
査
に
お
い

て
、
財
政
調
整
基
金
積

立
金
を
増
額
す
る
こ
と

に
賛
否
両
論
が
あ
り
ま

し
た
。

歳
出
で
は
、
介
護
給
付

費
の
増
額
、
歳
入
で
は
、
国 

県
支
出
金
、
一
般
会
計
繰

入
金
等
の
増
額
で
す
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

20
対
３)

※
委
員
会
審
査
に
お
い

て
、
制
度
改
正
に
伴
う

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改

修
業
務
に
賛
否
両
論
が

あ
り
ま
し
た
。

※
２
・
３
ペ
ー
ジ
の
予
算

マ
ッ
プ
、
及
び
本
ペ
ー

ジ
の
一
般
会
計
予
算
の

内
訳
参
照
。

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
条

例
に
基
づ
く
喫
煙
制
限

区
域
の
指
定
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
路
上
で
の

喫
煙
行
為
そ
の
も
の
を

禁
止
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
今
回
、
新
た

に
市
内
３
駅
周
辺
を「
喫

煙
制
限
区
域
」
に
指
定

し
、
通
勤
時
間
帯
を
中

心
に
啓
発
員
が
２
人
１

組
で
各
駅
を
巡
回
す
る

こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上

を
目
指
す
。
平
成
27
年

６
月
１
日
の
指
定
を
予

定
し
て
い
る
。

 

市
政
運
営
に
市
民
協
働

の
本
旨
を
貫
け

①
昨
年
、
平
成
25
年
度

の
姉
妹
都
市
訪
問
費
用
返

還
請
求
を
求
め
る
住
民
監

査
請
求
を
提
出
し
た
市
民

は
、
厳
し
さ
を
増
す
市
民

生
活
の
中
で
税
金
の
無
駄

遣
い
を
や
め
て
、
少
し
で

も
身
近
な
市
政
に
生
か
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

高
齢
者
総
合
介
護
福
祉

条
例
の
一
部
改
正

望
月 

久
晴
議
員

反対討論

日
間
に
わ
た
る
一
般
質
問
で
は
、
12
人
の
議
員
が
活
発
な

論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

２
月
４
日
・
５
日
に
開
催
さ
れ
た
２
月
臨
時
会
で
は
役

職
改
選
が
行
わ
れ
、
議
長
に
は
三
浦
芳
一
氏
（
公
明
党
・

３
期
）、
副
議
長
に
は
馬
場
栄
一郎
氏
（
志
政
ク
ラ
ブ
・
３

期
）を
選
出
。
ま
た
、監
査
委
員
と
し
て
秋
元
良
夫
氏（
平

成
会
・
５
期
）
を
選
任
す
る
議
案
に
同
意
、
委
員
会
提

出
議
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

3月
定例会
3月
定例会

平成27年

2月23日～3月25日

質　
疑

Ｑ
学
童
保
育
室
事
業
に
つ

い
て
、
小
学
校
６
年
生

ま
で
の
拡
大
に
当
た
っ

て
の
対
応
は
。

Ａ
現
在
、
公
立
学
童
保
育

室
の
総
定
員
数
１
２
２

５
人
に
対
し
て
、
入
室

申
請
受
付
総
数
が
１
０

９
９
人
、
そ
の
う
ち
拡

大
し
た
新
５
・
６
年
生

に
当
た
る
児
童
数
は
合

計
55
人
。
美
谷
本
小
、

戸
田
東
小
、
芦
原
小
の

３
校
の
学
童
保
育
室
に

お
い
て
は
、
定
員
を
上

回
る
申
請
が
あ
っ
た
。

待
機
児
童
が
見
込
ま
れ

る
小
学
校
区
付
近
に
、

新
た
に
民
間
学
童
保
育

室
３
室
を
誘
致
し
、
１

１
０
人
分
の
受
け
入
れ

を
拡
大
す
る
予
定
。

Ｑ
生
活
保
護
世
帯
へ
の
学

習
支
援
事
業
の
詳
細

は
。

Ａ
生
活
保
護
世
帯
の
自
立

に
向
け
た
学
習
・
住
宅
・

就
労
支
援
な
ど
の
事
業

は
、
こ
れ
ま
で
埼
玉
県

が
実
施
し
て
き
た
が
、

県
が
26
年
度
で
の
事
業

一
般
会
計
補
正
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

一
般
会
計
予
算

花
井 

伸
子
議
員

反対討論

■ 一般会計予算　　479億2000万円
■ 特別会計予算　　２65億  496万円（１2特別会計の合計額）

■ 水道・下水道事業の予算

▼ 平成２7年度予算のあらまし（千円単位は切り捨て）

※一般会計予算の内訳は、5ページをご覧ください
※学童等災害共済事業特別会計は、平成27年度から廃止
※収益的収支…水道水の供給や下水の処理にかかる収入と支出
※資本的収支…配水管や浄水施設、下水道管やポンプ場の建設更新などにかかる
　　　　　　　収入と支出

項　　　目 水道事業会計 下水道事業会計

収益的
収　支

資本的
収　支

収入

支出

収入

支出

２６億1053万円

２５億35７８万円

7410万円

10億5676万円

２７億1124万円

２７億1124万円

１1億7861万円

１8億8206万円

▼ 歳 入（収入源）

▼ 歳 出（支出先）

市　　　税
267億円
55.7％

民　生　費
221億4千万円
46.2％

教育費
53億
9千万円
11.3％

土木費
60億7千万円
12.7％

総務費
48億
9千万円
10.2％

衛生費
38億
1千万円
7.9％

国庫支出金
73億7千万円
15.4％

5.5
％

7.3％ 3.7
％
3.4
％

地方消費税交付金
16億5千万円

県支出金
26億4千万円

市　　債
34億8千万円

諸　収　入
17億8千万円

消防費
14億7千万円

公債費
23億4千万円

その他
18億1千万円
(議会費0.9％)

その他
43億円
9.0％

3.1
％

4.9
％

3.7
％

※百万円単位以下は四捨五入

【一般会計予算　４７９億２千万円の内訳】



67

とだ議会だより No.186とだ議会だより No.186

意
見
書(

委
員
会
・
議
員
提

出
議
案)

を
県
・
国
に
提
出

◇
緑
川
改
修
計
画
の
促
進

等
を
求
め
る
意
見
書
（
２

月
臨
時
会
）

　

地
盤
の
低
い
喜
沢
地
区
や

喜
沢
南
地
区
に
お
け
る
水
害

対
策
と
し
て
緑
川
の
改
修
計

画
の
促
進
な
ど
４
点
に
つ
い

て
県
に
要
望
す
る
も
の
で
す
。

◇
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
安
定

的
な
事
業
継
続
に
対
す
る

支
援
を
求
め
る
意
見
書
（
３

月
定
例
会
）

将
来
に
わ
た
っ
て
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
を
安
定
し
て
運
用
し

て
い
く
た
め
に
、
実
態
を
よ

く
踏
ま
え
た
上
で
、
補
助
金

の
算
定
方
法
及
び
基
準
額
の

改
善
を
図
る
こ
と
な
ど
、
２

点
に
つ
い
て
政
府
に
求
め
る

も
の
で
す
。

◇
「
核
兵
器
の
な
い
世
界

に
向
け
た
法
的
枠
組
み
」

構
築
へ
の
取
り
組
み
を
求

め
る
意
見
書（
３
月
定
例
会
）

　

一
日
も
早
い
「
核
兵
器
の

な
い
世
界
に
向
け
た
法
的
枠

組
み
」
の
構
築
に
向
け
て
、

我
が
国
が
積
極
的
貢
献
を
果

た
す
よ
う
、
５
点
に
つ
い
て

政
府
に
求
め
る
も
の
で
す
。

●議会を知っ toco 市議会見学ツアー……ツアーにお申し込みいただくと、議会事務局職員が議場・委員会室等を御案
内し、議会の役割や仕組みなどを説明いたします。詳しくは議会ホームページをご覧ください。★５月から、「議会を知っ toco 市議会見学ツアー」を始めます。

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

る
。
市
民
の
声
を
真
摯
に

受
け
と
め
、
行
く
先
も
目

的
も
定
ま
ら
な
い
中
で
の

議
員
派
遣
旅
費
は
削
除
す

べ
き
②
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
は
、
少
子
化
や
人
口

減
少
が
叫
ば
れ
て
い
る

中
、
減
額
す
べ
き
で
は
な

い
③
敬
老
祝
金
の
支
給
回

数
と
支
給
額
の
大
幅
な
削

減
は
高
齢
者
の
楽
し
み
を

奪
う
も
の
で
あ
り
、
改
善

を
求
め
る
④
在
宅
要
介
護

高
齢
者
介
護
支
援
金
支

給
事
業
も
、
今
後
高
齢
者

人
口
が
増
え
て
い
く
中

で
、
在
宅
で
の
高
齢
者
介

護
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
。
介
護
者
の
御
苦
労

を
慰
労
し
、
励
ま
す
た
め

に
も
１
万
５
千
円
は
堅

持
す
べ
き
⑤
上
戸
田
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
使

用
料
は
、
上
戸
田
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
使
用
料
の
２

倍
か
ら
３
倍
へ
の
値
上

げ
と
と
も
に
、
社
会
教
育

登
録
団
体
に
対
す
る
使

用
料
の
免
除
が
廃
止
さ

れ
る
た
め
反
対
⑥
戸
田

市
の
交
通
の
要
で
あ
る

埼
京
線
３
駅
の
自
転
車

駐
車
場
は
公
共
性
の
高

い
施
設
で
あ
り
、
利
用
者

ば
か
り
に
負
担
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、
Ｊ
Ｒ
に
も

そ
の
負
担
を
求
め
る
こ
と

を
考
え
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
指
定
管
理
者
と

の
協
議
の
も
と
、
登
録
料

金
を
受
益
者
負
担
１
０

０
％
の
考
え
で
最
大
４
倍

ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
に

は
賛
成
で
き
な
い
⑦
学
童

保
育
室
の
保
育
料
は
、
官

民
格
差
の
問
題
や
多
子
軽

減
策
も
な
い
大
幅
値
上
げ

酒
井 

郁
郎
議
員

賛成討論

で
反
対
⑧
26
年
度
、
合
計

約
11
億
円
の
財
政
調
整
基

金
積
立
金
を
積
み
増
し
で

き
る
余
裕
財
源
が
あ
る
の

な
ら
ば
、
も
っ
と
単
年
度

の
市
民
生
活
に
生
か
す
べ

き
で
あ
る
。

市
政
運
営
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
市
民
協
働
の
本
旨

が
貫
か
れ
る
こ
と
を
要
望

し
て
、反
対
討
論
と
す
る
。

負
担
の
公
平
性
が
確

保
さ
れ
た
こ
と
を
評

価
①
開
封
市
及
び
リ
バ

プ
ー
ル
市
へ
の
海
外
派

遣
旅
費
は
、
平
成
28
年

に
市
制
施
行
50
周
年
を

迎
え
る
本
市
に
と
っ

て
、
こ
れ
ら
の
友
好
関

係
を
さ
ら
に
親
密
で
強

固
な
も
の
と
す
る
た
め

に
も
、議
会
に
限
ら
ず
、

引
き
続
き
交
流
を
深
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
②

敬
老
祝
金
及
び
在
宅
要

介
護
高
齢
者
介
護
支
援

金
の
改
定
は
、
さ
き
の

12
月
議
会
に
お
い
て
議

決
を
し
た
も
の
で
あ
り
、

引
き
続
き
高
齢
者
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
地
域
福
祉

の
向
上
や
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、

新
し
い
課
題
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
む
こ
と
を
望
む

③
上
戸
田
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
使
用
料
は
、
事
業

の
性
格
か
ら
、
市
が
公
費

で
負
担
す
る
べ
き
割
合
を

考
慮
し
て
算
出
さ
れ
た
。

新
施
設
で
は
無
料
で
使
え

る
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も

用
意
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
団

体
に
加
え
て
、
新
し
い
利

用
者
に
も
活
発
に
使
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
負
担

の
公
平
性
、
基
準
の
透
明

性
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
は

評
価
で
き
る
④
学
童
保
育

料
は
利
用
者
の
所
得
状
況

に
配
慮
し
た
料
金
設
定
で

あ
り
、
近
隣
市
と
の
比
較

に
お
い
て
も
、
受
益
者
負

担
に
基
づ
く
適
正
な
も
の

で
あ
る
⑤
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
は
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
多
く
の
市
民
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
一

回
の
助
成
額
の
減
額
は
や

む
を
得
な
い
⑥
自
転
車
駐

車
場
は
多
額
の
市
費
を
投

じ
て
改
修
工
事
を
行
う
こ

と
か
ら
、
利
用
者
に
応
分

の
負
担
を
求
め
る
こ
と

は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら

必
要
。
平
成
28
年
度
以
降

の
利
用
料
金
は
、
今
後
の

設
備
投
資
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
積
算
し
た
上

で
、
指
定
管
理
者
と
の
協

議
に
よ
り
、
実
際
の
料
金

を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
利
用
者
に
と
っ
て

納
得
が
い
く
、
適
切
な
利

用
料
金
を
定
め
て
も
ら
え

る
と
理
解
し
て
い
る
。

戸
田
市
ら
し
い
協
働
の

形
を
作
り
上
げ
て
い
く

べ
き地

域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
費
に
つ
い
て
、

国
県
よ
り
１
６
０
０
万
円

以
上
の
補
助
金
の
交
付
を

毎
年
、
新
規
に
受
け
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
歓
迎
す

る
一
方
、
こ
れ
ま
で
受
け

ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
補
助

金
を
受
け
て
こ
な
か
っ
た

点
に
つ
い
て
は
、
明
快
な

説
明
を
求
め
る
。
防
災
備

蓄
の
品
目
多
様
化
を
図
っ

た
こ
と
を
評
価
す
る
一

方
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
集

合
住
宅
を
初
め
と
す
る
、

自
主
防
災
会
未
加
入
世
帯

へ
の
対
策
を
求
め
る
。
が

ん
検
診
に
お
い
て
胃
内
視

鏡
検
査
の
導
入
に
踏
み

切
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る

一
方
、
検
査
内
容
の
選
定

に
当
た
っ
て
は
、
市
民
に

と
っ
て
の
価
値
や
医
療
費

削
減
効
果
を
基
準
と
す
べ

き
と
考
え
る
。
保
育
所
定

員
の
大
幅
増
や
、
学
童
保

育
室
の
受
け
入
れ
学
年
の

拡
大
を
行
い
、
子
育
て
支

援
の
拡
充
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
評
価
し
、
今
後
の
放

課
後
対
策
に
お
け
る
全
児

童
対
策
や
、
学
校
施
設
の

活
用
な
ど
へ
の
発
展
を
期

待
す
る
。
生
活
保
護
受
給

者
に
対
す
る
総
合
的
な
自

立
支
援
と
し
て
、
特
に
教

育
支
援
の
分
野
に
お
い
て

は
、
生
活
保
護
家
庭
の
み

な
ら
ず
、
生
活
困
窮
家
庭

へ
も
対
象
を
拡
大
す
る
点

に
つ
い
て
は
評
価
す
る
一

方
、
学
習
教
室
に
つ
い
て

は
早
期
の
実
施
を
求
め

る
。
笹
目
中
に
お
い
て
は

地
元
の
学
習
塾
と
提
携
し

補
習
授
業
を
開
始
し
た
と

の
一
部
報
道
も
あ
っ
た

が
、
民
間
を
活
用
し
た
全

児
童
生
徒
対
象
の
事
業
へ

と
統
合
し
て
い
く
こ
と
も

検
討
願
い
た
い
。

今
後
、
一
人
一
人
の
市

民
に
対
し
て
も
、
戸
田
市

の
事
業
全
般
に
わ
た
っ
て

も
協
働
の
概
念
を
浸
透
さ

せ
、
戸
田
市
ら
し
い
協
働

の
形
を
力
を
合
わ
せ
て
作

り
上
げ
て
い
く
べ
き
も
の

で
あ
る
こ
と
を
要
望
し
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

20
対
３)

《
結
果
》

原
案
可
決(

20
対
３)

※
委
員
会
審
査
に
お
い
て
、

課
税
限
度
額
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
賛
否
両
論

が
あ
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
《
結
果
》

原
案
可
決(

20
対
３)

※
委
員
会
審
査
に
お
い
て
、

本
予
算
の
編
成
方
針
に

つ
い
て
賛
否
両
論
が
あ

り
ま
し
た
。

【
人
事
案
件
】

平
成
27
年
３
月
31
日
付

で
羽
富
正
晃
氏
が
辞
職
す

る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に

任
命
す
る
も
の
で
、
任
期

は
３
年
で
す
。

戸
ヶ
﨑　

勤
氏(

新
任)

《
結
果
》

同
意(

全
員
一
致)

【
不
採
択(

１
件)

】

▼
市
民
が
利
用
し
や
す
い

公
共
施
設
の
料
金
設
定
を

求
め
る
請
願
（
上
戸
田
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

請
願
の
結
果

教
育
委
員
会
教
育
長

知っtocoクイズ当選者
12月定例会号

「知っtocoクイズ（№２）」の正解は、
問１「調査」、問２「ラック」でした。

　正解者 16 人の中から抽選の結果、次
の方にクオカードを贈りました。

・春山郁雄さん　　・小野木成美さん
・大山宣治さん　　・寺岡史香さん
・関口友香さん

議員辞職のお知らせ

　１月 31 日付で岡嵜郁子議員（日本共産
党戸田市議団）が、２月 13 日付で斎藤直
子議員（平成会 ) が辞職しました。
　現在の議員数は 24 人。
　議会内の会派構成は下記のとおりです。

志政クラブ７人
平成会５人
公明党５人
戸田の会４人

日本共産党戸田市議団３人

▶
４
月
に
開
設
し
た
「
こ
ど
も
の
国
」

細
田 

昌
孝
議
員

賛成討論
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店
し
、
交
通
安
全
上
、
危

険
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
出
店
範
囲
を

縮
小
す
る
予
定
で
あ
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

体
育
総
務
費
で
は
、
28

年
度
に
開
催
さ
れ
る
全
国

市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
戸

田
大
会
に
向
け
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
執
行
部
か
ら
、
27

年
度
早
々
に
準
備
委
員
会

を
組
織
し
、
役
割
分
担
等

を
決
め
て
い
き
た
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

し
、
不
具
合
発
見
の
際
は

す
ぐ
に
対
応
し
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
自
転
車
レ
ー
ン
の

左
側
通
行
に
係
る
表
示
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執

行
部
か
ら
、
昨
年
提
出
さ

れ
た
当
委
員
会
か
ら
の
要

望
に
基
づ
き
、
表
示
数
を

ふ
や
し
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

小
学
校
費
の
学
校
管
理

費
で
は
、
教
師
用
の
指
導

書
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
、
学
校
現
場

か
ら
強
い
要
望
が
あ
っ
た

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
授
業
の

組
み
立
て
や
、
子
供
た
ち

と
接
す
る
時
間
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
確
保
で
き
、
高

い
効
果
が
見
込
ま
れ
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
上
戸
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

工
事
請
負
変
更
契
約
】

委
員
よ
り
、
社
会
保
険

料
相
当
額
を
含
む
新
労
務

単
価
が
、
下
請
業
者
に
も

行
き
届
く
よ
う
、
監
督
し

て
も
ら
い
た
い
と
の
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
27
年
度
予
算
】

委
託
統
計
調
査
費
で
は
、

執
行
部
よ
り
、
平
成
27
年

度
に
実
施
す
る
国
勢
調
査

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

【
26
年
度
補
正
予
算
】

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
の
相
談
件
数
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
、
10
月
か
ら
２
月
ま

で
の
間
、
62
件
の
相
談
が

あ
っ
た
と
の
答
弁
が
あ
り

【
26
年
度
補
正
予
算
】

商
工
業
振
興
費
で
は
、

27
年
７
月
に
販
売
さ
れ
る

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

発
行
事
業
に
つ
い
て
、
駅

や
公
共
施
設
に
置
く
応
募

は
が
き
が
付
い
た
チ
ラ
シ

は
、
す
ぐ
に
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
そ
の

点
は
対
応
し
て
も
ら
い
た

い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

【
27
年
度
予
算
】

環
境
衛
生
費
で
は
、
喫

煙
制
限
区
域
の
指
定
に
つ

【
学
童
等
災
害
共
済
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
】

　

条
例
廃
止
に
至
っ
た
経

過
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
、
利
用
件
数

の
減
少
が
続
く
中
で
、
全

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
今
後
に
つ

い
て
検
討
し
、
廃
止
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

各
種
団
体
に
対
し
、
制
度

が
廃
止
さ
れ
て
も
問
題
が

な
い
こ
と
や
、
基
金
を
一

般
会
計
に
繰
り
入
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
も
説
明
し
、

理
解
を
得
て
い
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

総
　
務

健
康
福
祉

政
策
秘
書
室
・
総
務
部
・
財
務
部
・

会
計
課
・
行
政
委
員
会
事
務
局
等

※
各
常
任
委
員
会
の
所
管
部
署

新
労
務
単
価
が
下
請
業
者
に

行
き
届
く
よ
う
、
監
督
を

待
機
児
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、保
育
園

な
ど
受
け
入
れ
枠
の
拡
大
を

自
転
車
レ
ー
ン
の
左
側
通
行
表
示

に
関
す
る
増
加
要
望
の
対
応
は

文
教
・
建
設

都
市
整
備
部

教
育
委
員
会

福
祉
部
・
こ
ど
も
青
少
年
部

福
祉
事
務
所

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

喫
煙
制
限
区
域
内
の

店
舗
へ
協
力
を
求
め
て
は

市
民
生
活 

市
民
生
活
部
・
環
境
経
済
部

消
防
本
部

上
下
水
道
部

総 務 常 任 委 員 会

市民生活常任委員会

健康福祉常任委員会

文教・建設常任委員会 委員会の審査から こんな質問、あんな意見もありました。
議案や請願は、委員会に付託されて、慎重に審査されます。
その経過と結果は、３月 25日の本会議で各委員長から報告がありました。
下記はその概要です。

よ
る
回
答
が
可
能
に
な
り
、

具
体
的
に
は
、
調
査
員
が

各
世
帯
を
訪
問
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
利

用
案
内
を
配
布
し
、
そ
の

回
答
を
促
し
た
上
で
、
そ

こ
で
回
答
さ
れ
な
か
っ
た

世
帯
の
み
に
調
査
票
を
配

布
す
る
よ
う
に
な
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
費
で
は
、
災
害
時

の
建
物
被
害
認
定
調
査
や

罹
災
証
明
書
の
発
行
等
を

効
率
的
に
行
う
被
災
者
生

▲９月１日開設予定の上戸田地域交流センター

▶
自
転
車
レ
ー
ン
の
左
側
通
行
表
示　

▶
６
月
１
日
か
ら
市
内
３
駅
周
辺
が
喫
煙

　

制
限
区
域
に
な
り
ま
す

活
再
建
支
援
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
関
し
、
他
自
治
体

で
の
活
用
例
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
、

平
成
25
年
に
東
京
都
大
島

町
で
起
き
た
豪
雨
災
害
の

際
に
、
短
時
間
で
作
業
が

進
ん
だ
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
た
理
由
に

つ
い
て
の
質
疑
で
は
、
罹

災
証
明
書
の
早
期
発
行
を

重
視
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
地
震
だ
け
で
な
く
水

害
時
も
活
用
で
き
る
点
等

を
考
慮
し
、
採
用
し
た
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
27
年
度
予
算
】

土
木
費
の
道
路
維
持
費

で
は
、
薄
く
な
っ
た
道
路

路
面
標
示
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
の
点
検
等
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
、

路
面
標
示
は

市
内
学
校
周

辺
か
ら
優
先

的
に
塗
装
し
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
は
道
路
巡

回
や
市
民
か

ら
の
連
絡
、

職
員
の
目
視

な
ど
で
対
応

ま
し
た
。
ま
た
、
臨
時
福

祉
給
付
金
事
業
に
つ
い
て

は
、
対
象
者
の
約
８
割
に

支
給
し
た
実
績
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
、
近
隣
市
と
ほ
ぼ
同
程

度
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

【
27
年
度
予
算
】

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
支
援
事
業
に

関
連
し
、
介
護
や
学

童
保
育
に
高
齢
者
を

活
用
し
て
は
と
の
質

疑
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
、
ま
ず
、
家
事

援
助
を
拡
大
し
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
福
祉

セ
ン
タ
ー
費
に
つ
い

て
は
、
予
約
シ
ス
テ

ム
の
周
知
を
早
く
し

て
ほ
し
い
、
ま
た
、
使

用
料
減
免
の
見
直
し

や
、
新
た
な
利
用
者

が
気
軽
に
入
れ
る
施

設
に
な
る
よ
う
検
討
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。
児
童
福
祉
運
営

費
に
つ
い
て
は
、
保
育
園

の
申
し
込
み
状
況
に
つ
い

て
質
疑
が
出
さ
れ
、
執
行

部
か
ら
、
４
月
入
所
の
申

込
者
数
は
９
８
７
人
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
内
定
者
数

▶
こ
ど
も
の
国
さ
く
ら
草
保
育
園

は
７
９
６
人
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
待
機
児
ゼ
ロ
を
ど
の

よ
う
に
目
指
す
か
質
疑
が

出
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
、

保
育
園
と
小
規
模
保
育
施

設
の
受
け
入
れ
枠
を
ふ
や

し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

い
て
、
区
域
内
の
各
店
舗

に
対
し
て
説
明
を
行
い
、

協
力
を
求
め
て
は
ど
う
か

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。環

境
保
全
費
で
は
、
浄

化
槽
の
法
定
検
査
費
用
を

市
が
補
助
し
て
は
ど
う
か

と
の
意
見
が
あ
り
、
執
行

部
か
ら
、
市
で
補
助
す
る

考
え
は
持
っ
て
い
な
い
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

観
光
費
で
は
、
戸
田
橋

花
火
大
会
の
露
店
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
、
多
く
の
露
店
が
出

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果　
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域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
２
０
２
５
年
を
見

据
え
て
、
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
の
推
進
、
認
知
症

施
策
の
推
進
、
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
体
制
整
備
の

３
つ
の
柱
と
し
て
、
本
市

の
実
情
に
合
わ
せ
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
体

制
を
整
え
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

議
員　
限
ら
れ
た
財
源
を

「
賢
く
使
う
」
か
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
「
統
一

的
な
基
準
に
よ
る
地
方
公

会
計
制
度
」
の
整
備
促
進

は
。

市
長　
統
一
的
基
準
へ
の

移
行
は
平
成
29
年
度
を
予

定
。
移
行
後
も
財
政
運
営

の
健
全
性
・
透
明
性
の
確

保
に
努
め
て
い
く
。

議
員　
受
け
入
れ
学
年
を

６
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ

る
が
、
指
導
員
の
確
保
と

資
質
の
向
上
策
は
。

市
長　
新
た
に
民
間
学
童

保
育
室
が
３
室
開
室
さ
れ
、

待
機
児
童
の
解
消
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
有
資
格
職

員
を
確
保
し
、
研
修
等
で

資
質
の
向
上
に
努
め
る
。

含
め
た
子
ど
も
た
ち
の
安

全
確
保
に
努
め
る
。

議
員　
平
成
28
年
度
に
開

催
さ
れ
る
「
全
国
市
町
村

交
流
レ
ガ
ッ
タ
戸
田
大

会
」
は
、「
ボ
ー
ト
の
ま

ち　
戸
田
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る

絶
好
の
機
会
と
思
う
が
、

市
長
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

市
長　
平
成
27
年
度
に
市

民
・
議
会
・
関
係
機
関
・

議
員　
地
域
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
に
よ
り
、

犯
罪
発
生
件
数
は
半
減
し

た
が
、最
近
は
下
げ
ど
ま
っ

し
、
振
り
込
め
詐
欺
に
つ

い
て
は
、
警
察
・
地
域
の

防
犯
組
織
と
連
携
し
、
協

力
体
制
の
強
化
を
図
る
。

さ
ら
に
、
駅
周
辺
等
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
。

議
員　
平
均
年
齢
が
県
内

で
最
も
若
い
本
市
に
お
い

て
も
、
今
後
、
急
速
に
老

年
人
口
が
増
加
し
て
く
る
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
老
後

の
生
活
を
送
る
た
め
、
地

地域防災力の要である
消防団の強化を

志政クラブ　石井 民雄　議員

レセプトデータの活用で
国保財政の安定化を

総括質問総括質問

議
員　

消
防
団
の
団

員
確
保
に
つ
い
て
は
、

大
変
苦
慮
し
て
い
る

も
の
と
推
察
し
て
い

る
。
今
後
の
消
防
団

の
充
実
強
化
を
図
る

新
し
い
仕
組
み
は
。

市
長　

７
つ
の
分
団

と
は
別
に
、
女
性
や
大

学
生
な
ど
を
主
体
に

編
成
す
る
「
機
能
別
消

防
団
」
を
新
た
に
創
設

し
、
消
防
団
の
充
実
強

化
や
地
域
防
災
力
の

向
上
を
図
る
。

議
員　
年
々
増
加
す
る
国

保
医
療
費
の
抑
制
対
策
は

重
要
で
あ
る
。
レ
セ
プ
ト

や
特
定
健
診
結
果
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
予
防
事
業

で
、
医
療
費
の
抑
制
と
健

康
寿
命
の
取
り
組
み
を
。

市
長　
医
療
費
抑
制
対
策

の
一
つ
と
し
て
、
レ
セ
プ

ト
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
た

効
果
的
な
疾
病
予
防
対
策
、

重
症
化
さ
せ
な
い
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
。
分
析

結
果
を
ま
と
め
、
保
健
指

導
を
実
施
し
て
い
く
。

て
い
る
。
さ
ら
な
る
発
生

件
数
減
少
へ
の
対
策
は
。

市
長　
自
転
車
盗
の
対
策

は
大
型
店
舗
・
マ
ン
シ
ョ

ン
等
で
の
警
備
を
強
化

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を

地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
総
合
戦
略
策
定
を

▶
埼
玉
県
が
氷
川
町
内
に
設
置
し

た
防
犯
カ
メ
ラ(

子
ど
も
見
守

り
カ
メ
ラ)

▶
消
防
団
に
よ
る
一
斉
放
水(

消
防
出
初
式
：

彩
湖
・
道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク)

▶
国
保
一
人
当
た
り
の
医
療
費(

保

険
年
金
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り)

議
員　
最
近
は
登
下
校
時

の
児
童
が
不
審
者
か
ら
狙

わ
れ
る
と
い
っ
た
痛
ま
し

い
事
件
が
相
次
い
で
い
る
。

児
童
生
徒
を
不
審
者
か
ら

守
る
安
全
対
策
の
推
進
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

市
長　
平
成
27
年
度
に
市

内
３
駅
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
ほ
か
、
学
校
・

警
察
・
地
域
が
連
携
し
、

市
を
挙
げ
て
、
登
下
校
を

総括質問とは、新年度の施政方針または
市長就任時に行われる所信表明に対する質
問で、２人以上で構成する会派による代表
制質問のことです。
今定例会では、３月４日の本会議におい
て、５人の議員が会派を代表して総括質問
を行い、市長の施政方針に対して考えをた
だしました。
ここに掲げたのは、その質問・答弁の大
要です。総括質問の原稿は、質問者本人が
執筆しております。総括質問の模様は、議
会ホームページからご覧いただくことがで
きます。
なお、施政方針の内容は、４月１日号の「広
報戸田市」に掲載されていますので、あわ
せてご覧ください。

　公明党　手塚 静枝　議員

議
員　
日
本
人
の
死
因
１

位
の
が
ん
。
検
診
の
受
診

率
向
上
と
「
が
ん
教
育
総

合
支
援
事
業
」
推
進
を
。

市
長　
胃
内
視
鏡
検
査
と

前
立
腺
が
ん
検
査
を
追
加

し
た
。
受
診
率
向
上
に
努

め
る
。
が
ん
教
育
は
、
こ

れ
か
ら
も
推
進
し
て
い
く
。

さらなる犯罪発生件数
減少への対策は

平成会　秋元 良夫　議員

「
ボ
ー
ト
の
ま
ち  

戸
田
」

の
Ｐ
Ｒ
を

児
童
生
徒
を
不
審
者

か
ら
守
る
対
策
を

「駅周辺等に防犯カメラを
設置する」

「機能別消防団を創設し
充実強化を図る」

「分析結果をまとめ保健指導をする」

▲サクラ満開 ( 市庁舎前 )

行
政
で
構
成
す
る
「
大
会

準
備
委
員
会
」
を
発
足
し
、

運
営
及
び
大
会
の
Ｐ
Ｒ
方

法
な
ど
を
検
討
し
、
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
こ
の
機
会
を
生

か
し
、
一
人
で
も
多
く
の

市
民
に
ボ
ー
ト
競
技
の
魅

力
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
か
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

総
合
的
な
が
ん
対
策
を

市
財
政
運
営
の
健
全
化
へ

学
童
保
育
室
の
指
導
員
確

保
と
資
質
の
向
上
を

議
員　
国
の
中
・
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
各
自
治

体
の
地
方
版
総
合
戦
略
の

策
定
に
当
た
り
、
地
域
の

特
色
あ
る
施
策
を
実
施
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

が
、
本
市
の
現
段
階
に
お

け
る
進
め
方
を
伺
う
。

市
長　
本
市
の
特
徴
を
加

味
し
た
総
合
戦
略
と
す
る

た
め
に
、「
産

※

官
学
金
労
言
」

で
構
成
す
る
推
進
組
織
と

議
会
と
連
携
し
、
策
定
作

業
を
進
め
る
。

※ 産官学金労言…産業界・行政機関・教育機関・金融機関・労働団体・メディア等。
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議
員　
上
戸
田
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
再
整
備
事
業
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
と
あ
る
が
、

使
用
料
の
値
上
げ
と
登
録

団
体
の
使
用
料
免
除
が
廃

止
さ
れ
、
活
性
化
に
な
ら

な
い
。
使
用
料
を
見
直
す

べ
き
で
は
。

市
長　
受
益
者
負
担
の
考

え
方
に
基
づ
き
利
用
者
に

適
正
な
負
担
を
求
め
た
い
。

議
員　
消
費
税
増
税
に
よ

っ
て
、
戸
田
市
に
入
る
地

方
消
費
税
交
付
金
が
０
・

５
％
か
ら
０・
８
５
％
に

増
え
、
７
億
円
増
額
と
な

る
。
こ
の
財
源
で
介
護
保

険
料
の
基
準
額
１
万
４
千

円
値
上
げ
や
国
保
税
の
限

度
額
４
万
円
引
き
上
げ
は

や
め
ら
れ
る
の
で
は
。

市
長　
負
担
の
公
平
や
事

業
の
安
定
的
な
運
営
に
必

要
で
あ
り
、
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
。

上
げ
な
ど
、
公
共
料
金
の

値
上
げ
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
削
減
し
て
い
る
。
市
の

繰
出
金
は
10
年
間
横
ば
い

で
増
え
て
い
な
い
。
財
政

力
指
数
は
県
下
１
位
。
公

共
料
金
の
値
上
げ
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
削
減
を
や
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
財
政
運
営
を
行
う
た

め
に
は
、
適
正
な
受
益
者

負
担
を
求
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

議
員　

福

祉
セ
ン
タ

ー
の
稼
働

率
が
30
％

を
下
回
る

一
方
で
、
子
育
て
世
代
か

ら
は
、
施
設
を
使
わ
せ
て

も
ら
え
な
い
と
い
う
不
満

の
声
が
多
く
上
が
っ
て
い

る
。
多
世
代
利
用
に
向
け

て
、
施
設
の
あ
り
方
を
見

直
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　
時
代
や
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
柔

軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
必

要
。
関
係
部
署
と
連
携
し

て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

新
曽
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
に
多
世
代
交
流
ス

ペ
ー
ス
の
常
設
を
求
め
る

陳
情
が
提
出
さ

れ
て
い
る
。
設

置
を
検
討
し
て

は
。

福
祉
部
長　

地

域
住
民
や
利
用
者

の
意
向
を
踏
ま

え
、
実
施
の
可
能

性
を
探
っ
て
い
き

た
い
。

議
員　
自

※

転
車
レ
ー
ン
の

整
備
が
難
し
い
幅
員
の
狭

い
道
路
に
は
、
車
道
の
左

側
に
自※

転
車
ナ
ビ
ラ
イ
ン

を
整
備
す
る
手
法
が
あ

る
。
①
生
活
道
路
へ
の
ナ

ビ
ラ
イ
ン
設
置
を
整
備
計

画
に
追
加
し
て
は
②
安
い

費
用
で
高
い
効
果
が
見
込

め
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
試

験
的
に
整
備
し
て
は
ど
う

か
。

都
市
整
備
部
長　
①
見
直

し
の
際
に
は
、
ナ
ビ
ラ
イ

ン
設
置
を
含
め
、
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
整
備

計
画
と
す
る
②
検
討
す
る
。

多
世
代
利
用
に
向
け
た

                  

見
直
し
を

「
関
係
部
局
と
連
携
し
て
検
討
す
る
」

真
木 

大
輔 

議
員

福祉センター

　　県下一の財政力を
暮らしに活かして

「協働のまちづくり」
推進の加速を

日本共産党戸田市議団　望月 久晴　議員

戸田の会　酒井 郁郎　議員

「適切な受益者負担を求める」

「自治基本条例の理念で
進めていく」

議
員　
平
成
26
年
度
の
市

税
収
入
は
、
25
年
度
と
比

べ
約
10
億
円
増
え
て
い

る
。
27
年
度
は
前
年
度
比

３
億
円
減
だ
が
、
人
口
が

増
え
て
い
る
の
に
、
低
過

ぎ
る
の
で
は
。

市
長　
税
収
見
込
み
は
低

く
見
積
も
っ
て
は
い
な
い
。

議
員　
特
別
会
計
の
繰
出

金
が
増
加
し
て
い
る
と
し

て
敬
老
祝
金
の
削
減
、
駐

輪
場
登
録
料
金
の
４
倍
値

議
員　
引
き
続
き
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ

た
施
政
方
針
を
歓
迎
す

る
。
わ
が
戸
田
の
会
も
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
提
案

し
て
い
き
た
い
。
今
後
、

協
働
が
求
め
ら
れ
る
場
面

と
し
て
、
事
業
の
見
直
し

に
お
け
る
市
民
参
加
が
挙

げ
ら
れ
る
。
先
般
の
駅
前

駐
輪
場
の
サ
ー
ビ
ス
改
定

や
、
敬
老
祝
金
事
業
の
縮

小
等
で
は
、
利
用
者
に
と

っ
て
望
ま
し
い
改
定
内
容

の
検
討
や
、
十
分
な
説
明

等
に
改
善
の
余
地
が
あ
っ

た
。

市
長　
自
治
基
本
条
例
の

理
念
に
基
づ
き
、
市
民
・

議
会
・
行
政
が
連
携
し
て

議
論
を
深
め
、
市
民
参
加

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

議
員　
競
艇
の
経
営
が
悪

化
し
て
い
る
。
今
後
は
。

市
長　
仮
に
競
艇
事
業
の

赤
字
が
恒
常
化
し
た
場

合
、
継
続
は
困
難
。
ま
ず

は
経
営
改
善
に
取
り
組
む
。

議
員　
放
課
後
子
ど
も
教

室
、
青
少
年
の
居
場
所
の

充
実
に
向
け
た
対
策
は
。

市
長　
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

や
実
施
時
間
等

の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
充
実
を

図
る
。

議
員　
特
別
支

援
教
育
の
充
実

に
向
け
た
具
体

策
は
。

市
長　
本
年
度
、

次
年
度
に
通

※

級

教
室
と
特
別
学

級
を
増
設
。
相

談
・
支
援
に
お

い
て
は
、
児
童
・
保
護
者

の
思
い
に
応
え
る
べ
く
、

丁
寧
に
進
め
る
。

議
員　
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目

指
し
た
野
良
猫
対
策
を
。

市
長　
不
妊
・
去
勢
手
術

を
施
す
な
ど
の
地
域
猫
活

動
や
里
親
探
し
な
ど
を
支

援
し
、
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目

指
す
。
地
域
の
理
解
を
得

て
猫
の
一
生
を
全
う
さ

せ
、
人
と
猫
と
の
共
存
を

図
る
。

総括質問

議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定
例市議会で、市政全般に対し質問をすることがで
きます。これを「一般質問」といいます。
今定例会では、３月６日及び９日・10日の、３

日間をかけて、12人の議員が一般質問を一問一答
方式で行いました。ここに掲げたのは、その質問・
答弁の大要です。一般質問の原稿は、質問者本人
が執筆しております。
なお、一般質問の模様は、議会ホームページか

らご覧いただくことができます。

とだ議会だより No.186

◀
戸
田
競
艇
の
経
営
状
態
を
市
民

に
報
告
す
べ
き
で
は

　

(

提
供
：
戸
田
競
艇
組
合
）

▶
身
近
な
地
域
に
多
世
代
交
流
の
場
を

　

(

提
供
：
大
阪
市
立
大
学
生
活
科
学
研
究
科)

◀
８
月
に
閉
館
す
る
上
戸
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

一般質問一般質問

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
交
通
の
支
障
と
な
る

車
道
上
の
違
法
広
告

物
の
回
収
を
。

Ａ
確
認
次
第
、
対
応
し
て

い
く
。

Ｑ
歩
道
の
あ
る
薄
暗
い

道
の
道
路
照
明
灯
を

優
先
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

し
、
道
の
全
体
を
照

ら
せ
る
よ
う
に
し
て

は
。

Ａ
対
応
を
検
討
す
る
。

自
転
車
ナ
ビ

ラ
イ
ン
整
備

※ 自転車レーン…主に幹線道路の路肩部分に整備される、一面が青く塗られた自転車通行帯。
※ 自転車ナビライン…青色の矢羽根を連ねた路面表示。

※通級教室…通常の学級に在籍する、比較的軽度の障害がある児童生徒に対して、障害の状態に応じて特別な指導を行うための教
室。教科の学習は通常の学級で行う。
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一般質問

▶
授
業
風
景
（
戸
田
東
中
学
校
）

議
員　
市
内
で
昭
和
56
年

以
前
に
着
工
し
た
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
は
約
20
棟
で
、

耐
震
補
強
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。
市
独
自
の
補
助
金

制
度
の
創
設
の
考
え
は
。

都
市
整
備
部
長　
県
で
は

緊
急
輸
送
道
路
の
最
重
要

路
線
を
閉
塞
さ
せ
る
恐
れ

の
あ
る
建
築
物
を
対
象
に
、

一
定
の
範
囲
内
で
補
助
し

て
い
る
。
他
の
自
治
体
の

制
度
を
参
考
に
、
そ
の
有

効
性
・
公
平
性
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。

プール再開の見通しと
今後の施設維持方針は
「再開は容易でなく抜本から見直す」

遠藤 英樹 議員

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

交
付
金
に
対
す
る
考
え
方
は

「
従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
取
り
組
む
」

山
崎 

雅
俊 

議
員

地方創生

議
員　
「
ス

ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
屋

内
プ
ー
ル

の
天
井
材

落
下
事
故
」
に
関
し
て
以

下
の
点
を
伺
う
。
①
事
故

が
起
き
た
経
緯
と
調
査
結

果
②
利
用
者
へ
の
対
応
と

教
室
の
運
営
や
大
会
へ
の

影
響
③
昨
年
に
実
施
し
た

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋
内

プ
ー
ル
の
劣
化
調
査
は
、

今
回
落
下
し
た
天
井
に
つ

い
て
も
行
っ
て
い
た
か
。

ま
た
、
そ
の
内
容
と
結
果

④
今
後
の
安
全
対
策
と
再

開
時
期
⑤
将
来
的
な
施
設

の
あ
り
方
や
方
向
性
と
し

て
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
民
生
活
部
長　
①
天
井

内
に
入
り
込
ん
だ
大
量
の

水
蒸
気
が
天
井
ボ
ー
ド
を

湿
ら
せ
、
ふ
や
け
た
も
の

が
剥
が
れ
て
プ
ー
ル
内
へ

落
下
し
た
②
翌
日
の
午
後

か
ら
プ
ー
ル
を
閉
鎖
し
、

市
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
プ
ー

ル
閉
鎖
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
教
室
参
加
者
全

て
に
今
後
の
教
室
や
大
会

の
開
催
を
当
面
の
間
、
中

止
す
る
連
絡
を
し
た
③
天

井
は
別
途
工
事
予
定
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
劣
化
調
査

は
し
て
い
な
い
。
プ
ー
ル

サ
イ
ド
床
下
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
、
ひ
び
割
れ
や
剥

が
れ
、
鉄
筋
の
腐
食
が
進

行
し
て
い
る
状
況

で
、
早
期
に
床
面

全
面
を
改
修
す
る

必
要
が
あ
る
と
の

結
果
だ
っ
た
④
安

全
が
確
保
で
き

ず
、
当
面
の
間
、

屋
内
プ
ー
ル
の
公

開
を
中
止
す
る
⑤

大
規
模
改
修
か
建

て
替
え
か
、
公
設

か
民
営
か
な
ど
手

法
を
検
討
し
、
大

き
な
方
向
性
に
つ

い
て
は
、
27
年
度

中
に
ま
と
め
た
い
。

議
員　
戸

田
市
版
地

方
創
生
戦

略
の
推
進

に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

総
務
部
長　
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
的
確
に
対
応
し

て
、
住
み
よ
い
環
境
を
確

保
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て

活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維

持
し
て
い
く
た
め
、
市
町

村
の
実
情
に
応
じ
て
、
総

合
戦
略
を
策
定
す
る
よ
う

求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
の

平
成
26
年
度
補
正
予
算
で

創
設
さ
れ
た
「
地
域
活
性

化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
交
付
金
」
を
、
本

市
が
将
来
迎
え
る
人
口
減

少
や
超
高
齢
化
を
見
据
え

て
、
よ
り
発
展
す
る
た
め

の
交
付
金
と
と
ら
え
て
い

る
。
多
様
な
分
野
の
関
係

者
と
の
協
議
を
重
ね
、
従

来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い

事
業
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員　
平
成
26
年
度
事
業

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

総
務
部
長　
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
の
発
行
事
業

や
、
女
性
や
起
業
家
へ
の

支
援
に
関
す
る
「
し
ご
と
」

の
創
出
に
係
る
事
業
な
ど

が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
交

付
金
を
活
用
し
た
い
。

議
員　
平
成
27
年
度
事
業

に
対
す
る
交
付
金
活
用
策

に
つ
い
て
。

開会時間変更の検討
　　　　はできないか
「市民の声を聞き調査研究する」

本田 哲 議員

成
人
式議

員　

教

育
行
政
の

組
織
及
び

運
営
に
関

す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
新
教
育
長
が

教
育
委
員
会
の
会
務
を
総

理
す
る
。
市
長
が
新
教
育

長
を
任
命
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
が

ふ
さ
わ
し
い
と
お
考
え
か
。

市
長　
教
育
行
政
に
通
じ
、

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
優

れ
る
な
ど
必
要
な
資
質
を

備
え
、
本
市
の
教
育
振
興

へ
の
強
い
思
い
と
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
幅
広

い
見
識
を
有
し
て
い
る
人

物
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。

議
員　
市
長
の
教
育
へ
の

関
与
が
位
置
付
け
ら
れ
た

が
、
市
長
の
教
育
に
対
す

る
考
え
は
。

市
長　
地
域
づ
く
り
の
基

本
は
「
人
づ
く
り
」。
社

会
を
支
え
発
展
さ
せ
る
人

材
の
育
成
が
重
要
で
あ
り
、

そ
れ
を
担
う
の
は
教
育
で

あ
る
。
教
育
の
使
命
は
、

一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実

感
で
き
る
よ
う
、
社
会
の

形
成
者
と
し
て
必
要
な
資

質
を
備
え
た
、
心
身
と
も

に
健
や
か
な
人
間
を
育
成

し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

地
域
や
世
界
に
貢
献
で
き

る
子
供
た
ち
を
育
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

議
員　

戸

田
市
の
成

人
式
は
、

午
前
９
時

20
分
の
受

付
開
始
、
午
前
10
時
の
開

会
と
、
他
自
治
体
よ
り
開

会
時
間
が
早
い
。
女
性
の

着
付
け
や
髪
結
い
等
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

「
開
会
時
間
の
変
更
が
で

き
な
い
か
」
と
の
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
開
会

時
間
が
午
後
等
に
変
更
さ

れ
れ
ば
、
新
成
人
や
保
護

者
等
の
負
担
が
軽
減
で
き

る
と
考
え
る
が
、
検
討
は

で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
他

自
治
体
で
は
午
後
か
ら
の

開
催
や
成
人
の
日
の
前
の

日
に
行
っ
て
い
る
例
も
あ

る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
に
応
じ
て
、
見
直
し
も

必
要
な
こ
と
と
考
え
て
い

る
。
市
民
の
声
を
聞
く
と

と
も
に
、
関
係
団
体
と
も

十
分
協
議
し
、
開
会
時
間

等
に
つ
い
て
調
査
研
究
す

る
。

議
員　

聞
き
取
り
等
は
、

ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
行
え
る
の
か
。

総
務
部
長　
総
合
戦
略
の

策
定
は
平
成
27
年
度
か
ら

５
カ
年
計
画
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
市
長
を
本
部
長

と
す
る
「
戸
田
市
ひ
と
・

ま
ち
・
し
ご
と
創
生
本
部
」

を
設
置
し
、
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
や
総
合
戦
略
の
策
定
、

多
様
な
意
見
を
反
映
さ
せ

る
体
制
の
整
備
な
ど
の
検

討
を
始
め
た
。市
民
、議
会
、

有
識
者
等
、
幅
広
い
分
野

の
関
係
者
と
連
携
し
て
経

済
活
性
化
対
策
を
見
い
だ

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

教
育
に
対
す
る

　
　
　
　市
長
の
考
え
は

「
地
域
づ
く
り
の
基
本
は
人
づ
く
り
」

馬
場 

栄
一
郎 

議
員

教育行政

▶
戸
田
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
天

井
材
落
下
部
分

▶ 

戸
田
市
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

(

オ
レ
ン
ジ
キ
ュ
ー
ブ
）

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
新

成
人
の
意
見
を
聞
く
機
会

と
し
て
「
は
た
ち
の
集
い
」

の
実
行
委
員
や
、
こ
れ
ま

で
関
わ
っ
て
き
た
実
行
委

員
と
、
そ
の
知
り
合
い
等

に
聞
く
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
関

係
団
体
の
意
見
を
聞
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
新
成
人
や
保
護
者
、

関
係
す
る
方
々
そ
れ
ぞ
れ

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ

う
な
成
人
式
と
な
る
よ
う
、

▲晴れ着華やかな成人式

Ｑ
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
と
し
て
公
共
施

設
等
の
利
用
料
減
免

制
度
導
入
の
検
討
は
。

Ａ
他
市
の
取
り
組
み
も

参
考
に
、
今
後
も
環

境
整
備
は
推
進
す
る
。

耐
震
補
強工

事
の
補
助
を

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

          つぶやき

民
間
と
連
携
し
抜
本

的
に
施
設
の
あ
り
方

を
見
直
す
べ
き

重
ね
て
要
望
す
る
。
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議
員　

振

り
込
め
詐

欺
な
ど
の

「
特
殊
詐

欺
」
の
被

害
が
後
を
絶
た
な
い
。
去

年
１
年
間
の
被
害
総
額
は

過
去
最
悪
の
５
５
９
億
４

千
万
円
と
な
っ
た
。
市
内

で
の
被
害
状
況
は
。

市
民
生
活
部
長　
昨
年
の

被
害
件
数
は
18
件
、
被
害

額
は
７
３
０
０
万
円
と
増

加
傾
向
で
あ
る
。
被
害
者

は
全
員
女
性
で
、
平
均
年

齢
は
73
歳
と
、
高
齢
者
の

被
害
が
目
立
っ
て
い
る
。

議
員　
平
成
27
年
度
の
具

体
的
な
対
策
は
。

市
民
生
活
部
長　
高
齢
者

に
ピ
ー
ス
ガ
ー
ド
メ
ー
ル

へ
の
加
入
啓
発
を
積
極
的

に
行
い
、
メ
ー
ル
を
利
用

し
て
い
な
い
高
齢
者
へ
の

連
絡
体
制
も
強
化
し
た
い
。

ま
た
、
注
意
を
促
す
啓
発

品
と
し
て
電
話
機
付
近
で

使
用
す
る
メ
モ
ス
タ
ン
ド

糖尿病性腎症重症化
予防対策の取り組みは

「埼玉県の共同事業に参加」
石川 清明 議員

健
康
長
寿
社
会

議
員　

本

年
２
月
15

日
の
広
報

に
、
糖
尿

病
を
初
め

と
す
る
生
活
習
慣
病
の
治

療
が
必
要
な
人
や
中
断
し

て
い
る
人
に
対
し
て
、
医

療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
の

告
知
が
あ
っ
た
。
受
診
勧

奨
後
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　
特
定
健
診
結

果
や
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
か

議
員　

高

齢
者
虐
待

に
つ
い
て
、

戸
田
市
の

状
況
を
伺

う
。

福
祉
部
長　
高
齢
者
虐
待

に
か
か
る
相
談
人
数
に
つ

い
て
、
平
成
24
年
度
は
42

人
、
25
年
度
は
34
人
、
26

年
度
は
56
人
。
高
齢
者
人

口
の
増
加
と
と
も
に
増
加

の
傾
向
。
身
体
的
虐
待
が

最
も
多
く
４
割
、
次
い
で

心
理
的
虐
待
、
経
済
的
虐

待
、
世
話
を
し
な
い
ネ
グ

レ
ク
ト
が
い
ず
れ
も
２
割
。

虐
待
者
と
さ
れ
る
側
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
息
子
が

母
親
に
対
し
て
と
い
う
の

が
比
較
的
多
い
。
中
に
は
、

生
命
の
危
険
に
関
わ
る
恐

れ
の
あ
る
場
合
も
あ
る
。

議
員　
男
性
介
護
者
の
相

談
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

家
庭
訪
問
な
ど
の
積
極
的

な
支
援
、
ま
た
、
男
性
介

護
者
の
集
い
や
介
護
教
室

の
開
催
に
取
り
組
ん
で
は

い
か
が
か
。　

福
祉
部
長　
先
進
市
の
取

り
組
み
も
参
考
に
研
究
を

進
め
る
。

議
員　
笹
目
川
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
、
山
宮
橋
か
ら
谷
口

橋
の
間
の
遊
歩
道
と
斜
面

の
間
に
は
、
丈
の
低
い
植

栽
が
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
、
市
民
か
ら
、「
転
落

の
危
険
が
あ
る
。
見
た
目

に
も
危
険
を
感
じ
る
」
と

の
声
が
あ
る
。
転
落
防
止

柵
の
設
置
に
つ
い
て
伺

う
。

対
す
る
県
の
考
え
は
②
矢

板
が
腐
食
し
護
岸
が
崩
れ

危
険
な
状
況
が
あ
る
③
整

備
は
、
拡
幅
す
る
の
か
、

か
さ
上
げ
す
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長　
①
立
野

際
橋
よ
り
上
流
が
未
整
備

で
、
今
後
の
事
業
展
開
は
、

大
雨
に
よ
る
浸
水
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
す
る
と
の

県
の
回
答
②
昨
年
崩
れ
た

と
こ
ろ
は
修
繕
工
事
を
し

た
。
今
後
も
護
岸
の
維
持

修
繕
は
行
う
③
拡
幅
と
併

せ
て
河
床
の
掘
削
を
行
う
。

議
員　
中
学
生
の
非
行
が

増
加
し
、
消
火
器
の
噴
射

や
喫
煙
、
器
物
の
破
損
す

る
事
件
が
あ
る
。
①
非
行

化
に
対
す
る
学
校
の
対
応

と
、
不
登
校
の
生
徒
数
は

②
警
察
の
Ｏ
Ｂ
を
雇
い
指

導
し
て
は
。

教
育
部
長　

①
学
校
で

も
、
警
察
や
町
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
等
の
関
係
者
の
協
力
を

得
て
努
力
し
て
い
る
。
長

期
欠
席
は
病
気
欠
席
を
除

き
78
人
②
警
察
Ｏ
Ｂ
に
よ

る
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

を
配
置
し
、
巡
回
や
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

緑

川
は
昭
和

44
年
に
緑

川
の
拡
幅

に
反
対
す

る
請
願
が
戸
田
市
議
会
で

採
択
さ
れ
、
埼
玉
県
は
そ

れ
を
理
由
に
改
修
を
せ
ず

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ

の
請
願
を
無
効
に
す
る
た

め
平
成
25
年
に｢

緑
川
改

修
計
画
の
促
進
に
関
す
る

請
願｣

を
提
出
、
採
択
さ

れ
、条
件
整
備
は
整
っ
た
。

①
今
後
の
緑
川
の
整
備
に

対
策
強
化
と

　ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を

「
効
果
的
な
対
策
を
検
討
し
強
化
す
る
」

竹
内 

正
明 

議
員

振り込め詐欺

ら
未
受
診
者
や
治

療
中
断
者
を
抽
出

し
、
対
象
者
リ
ス

ト
を
作
成
。
対
象

者
に
受
診
勧
奨
通

知
文
を
送
付
し
、

必
要
度
の
高
い
人

に
は
電
話
で
の
勧

奨
も
予
定
し
て
い

る
。
医
療
機
関
等

の
問
い
合
わ
せ
に

は
、
埼
玉
県
の
医

療
機
関
リ
ス
ト
の

提
示
や
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧

で
き
る
埼
玉
県
医

療
機
能
情
報
シ
ス

テ
ム
等
を
紹
介
す

る
。

議
員　
今
後
の
糖
尿
病
性

腎
症
重
症
化
予
防
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　
埼
玉
県
の
共

同
事
業
に
参
加
し
、
糖
尿

病
性
腎
症
重
症
化
予
防
対

策
事
業
を
埼
玉
県
の
方
針

に
沿
っ
て
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
医
療
機
関
に

対
象
者
リ
ス
ト
を
提
示
し
、

か
か
り
つ
け
医
に
保
健
指

導
が
有
効
と
思
わ
れ
る
患

者
を
選
定
し
て
も
ら
い
、

中
学
生
の
非
行
化
と

学
校
の
対
応
は

請願採択で条件整備は
整ったが今後の対応は
「県は大雨の状況を見て検討」

高橋 秀樹 議員

緑
川
改
修
計
画

笹
目
川
の
川
沿
い
に
転

落
防
止
柵
の
設
置
を

◀
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
用
心
！(

市
役

所
２
階
の
金
融
機
関
Ａ
Ｔ
Ｍ
前)　
　

男
性
介
護
者
向
け
の

　
　

 

支
援
が
必
要
で
は

「
介
護
教
室
へ
の
参
加
を
促
す
」

三
輪 

な
お
子 

議
員

高齢者虐待

▶
修
繕
工
事
の
終
わ
っ
た
緑
川

都
市
整
備
部
長　
川
に
親

し
み
や
す
い
再
生
事
業
に

よ
り
、
歩
道
と
河
川
の
斜

面
の
境
に
は
フ
ェ
ン
ス
を

設
け
な
い
計
画
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
も
植
栽
等
を

整
備
し
て
い
く
。

環
境
経
済
部
長　
危
険
箇

所
に
は
安
全
対
策
を
講
じ

て
い
く
。
状
況
を
見
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。

▶
笹
目
川
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

の
配
布
も
検
討
し
て
い
る
。

議
員　
千
葉
県
柏
市
で
は

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
協

力
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。
被
害
の
多
い
高
齢

者
が
振
り
込
め
詐
欺
に
対

し
て
の
意
識
を
高
め
、
警

察
に
届
け
出
の
な
い
被
害

状
況
も
把
握
し
、
分
析
す

る
こ
と
で
、
効
果
的
な
対

策
に
も
つ
な
が
る
。
コ
ス

ト
も
低
く
、
本
市
で
も
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
ア
ン
ケ

ー
ト
は
有
効
と
考
え
る
。

内
容
や
方
法
な
ど
警
察
の

意
見
も
伺
い
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

議
員　

高
齢
者

を
だ
ま
す
卑
劣

な
犯
罪
を
「
絶

対
に
許
さ
な
い
」

と
の
思
い
で
、

効
果
的
な
対
策

を
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

平
成
27
年
４
月
ご
ろ
ま
で

に
同
意
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
、
予
定
で
は
６

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
保

健
指
導
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
。

議
員　
今
後
の
健
康
寿
命

延
伸
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

福
祉
部
長　
健
康
長
寿
埼

玉
モ
デ
ル
の
推
奨
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
導
入
に
向
け
て
、

準
備
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。 ◀

リ
ズ
ム
体
操
発
表
会

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
中
学
校
選
択
制
の
厳

格
化
と
、
通
学
区
域

の
見
直
し
は
。

Ａ
通
学
区
域
や
選
択
制

も
含
め
、
児
童
生
徒

数
の
動
向
や
施
設
の

状
況
を
見
て
研
究
す

る
。

          つぶやき

卑
劣
な
犯
罪
は
絶
対

に
許
さ
な
い
ぞ
！
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見直す際は市民を交えた
　　丁寧な議論と公開を
「市民・議会・行政が協働して検討」

金野 桃子 議員

公
共
施
設
使
用
料

自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　推
進
を

「
今
ま
で
の
経
験
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
」

花
井 

伸
子 

議
員

協働参画

議
員　

今

後
、
公
共

施
設
の
使

用
料
が
全

体
的
に
見

直
さ
れ
る
と
い
う
。
現
在
は

市
職
員
の
み
で
非
公
開
で
議

論
さ
れ
て
い
る
が
、
①
全
公

共
施
設
の
調
査
を
②
市
民
や

有
識
者
を
交
え
、
開
か
れ
た

議
論
の
場
を
③
「
受
益
者
負

担
の
見
直
し
方
針
」（
平
成

18
年
度
）
を
公
表
し
、
継
続

的
な
見
直
し
を
④
市
の
方

針
、
受
益
者
負
担
率
、
減
免

規
定
等
は
、
改
め
て
丁
寧
な

議
論
を
。

総
務
部
長　
第
６
次
行
政

改
革
プ
ラ
ン
（
平
成
28
年

度
）
で
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
、
負
担
の
公
平
性

か
ら
使
用
料
を
見
直
す
①

平
成
27
年
度
に
行
い
公
表

す
る
②
説
明
責
任
か
ら
必

要
で
あ
り
検
討
す
る
③
公

表
し
見
直
す
④
市
の
考
え

を
示
し
、
共
に
考
え
る
。

議
員　
今
は
市
民
参
加
の

有
無
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る

⑤
今
後
は
市
民
参
加
を
原

則
に
⑥
職
員
の
意
識
向
上

を
⑦
公
共
施
設
の
あ
り
方

の
議
論
と
共
に
将
来
を
見

据
え
た
全
市
的
な
検
討
を
。

総
務
部
長　
⑤
強
化
す
る

⑥
職
員
の
考
え
る
力
を
育

て
る
⑦
公
共
施
設
全
体
に

つ
い
て
情
報
共
有
を
図

り
、
協
働
で
進
め
る
。

議
員　
市
長
の
考
え
は
。

▶
「
受
益
者
負
担
の
見
直
し
方
針
」

（
平
成
18
年
度
）。
使
用
料
を
定

め
る
に
は
、
合
理
的
な
説
明
が

必
要
で
す
。

市
長　
自
治
基
本
条
例
の

理
念
に
基
づ
き
、
検
討
の

段
階
か
ら
情
報
共
有
し
、

理
解
を
深
め
、市
民
・
議
会
・

行
政
が
協
働
し
て
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。
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総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

          つぶやき

          つぶやき

使
用
料
見
直
し
は
今
後
の

市
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す

三
鷹
市
の
市
民
協
働
セ
ン

タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
職
員
の
自
転
車
保
険

の
加
入
義
務
化
を
。

Ａ
義
務
化
は
難
し
い
が
、

自
発
的
加
入
を
促
す
。

Ｑ
い
た
ず
ら
が
続
く
公

園
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
を
検
討
し
て
は
。

Ａ
関
係
部
署
と
十
分
調

整
し
検
討
す
る
。

が
あ
っ
た
。

議
員　
保
守
点
検
を
や
っ

て
い
る
か
ら
法
定
検
査
は

不
要
と
い
う
声
も
あ
っ
た

と
聞
く
が
。

環
境
経
済
部
長　
法
定
検

査
は
保
守
点
検
及
び
清
掃

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
を
総
合
的
に
チ
ェ
ッ
ク

す
る
も
の
で
、
別
物
。

議
員　
で
は
、
保
守
点
検

の
実
施
率
は
。

環
境
経
済
部
長　
平
成
25

年
度
の
実
施
率
は
53
％
と

な
っ
て
い
る
。

議
員　
浄
化
槽
は
適
正
な

保
守
点
検
が
あ
っ
て
初
め

て
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
実
施
率
は
低
過
ぎ

る
。
適
正
な
維
持
管
理
を

周
知
拡
大
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長　
広
報
へ

の
記
載
も
検
討
す
る
。

議
員　

下

水
道
の
汚

水
整
備
計

画
は
。

上
下
水
道
部
長　
基
盤
整

備
の
進
捗
に
併
せ
た
整
備

と
な
る
が
、
市
内
全
域
で

平
成
37
年
度
に
汚
水
整
備

率
を
１
０
０
％
に
す
る
計

画
目
標
に
な
っ
て
い
る
。

議
員　
整
備
済
み
地
区
の

う
ち
、
下
水
道
に
接
続
し

て
い
な
い
世
帯
数
は
。

下水道と浄化槽対策の
　　　　充実を求める

「取り組みを強化していく」
中山 祐介 議員

生
活
排
水
処
理

上
下
水
道
部
長　
６
６
７

世
帯
で
約
１
・
３
％
。

議
員　
下
水
道
未
整
備
地

区
や
未
接
続
の
場
合
、
浄

化
槽
の
維
持
管
理
が
重
要

で
あ
る
。
個
別
通
知
の
効

果
と
反
響
は
。

環
境
経
済
部
長　
平
成
26

年
度
12
月
末
現
在
で
受
検

率
が
20
％
を
超
え
た
。
ま

た
、
１
５
０
０
通
送
付
し
、

２
０
０
件
の
問
い
合
わ
せ

▶
汚
水
整
備
工
事
…
…
下
水
道
が

市
内
全
域
に
整
備
さ
れ
る
予
定

で
す
が
、
そ
れ
ま
で
正
し
い
維

持
管
理
が
浄
化
槽
に
は
必
要
で

す
。

戸田市議会における災害発生時の対応要領及び
議員行動マニュアルに沿って、戸田市議会災害対
策支援本部設置訓練を実施しました。訓練では本
部長 ( 議長 ) と副本部長 ( 副議長 ) が、議員の安否
確認を行い、同時に訓練した市の災害対策本部の
設置を確認した後、戸田市議会災害対策支援本部
の設置を宣言し、市の災害対策本部に報告を行い
ました。

【検証結果】
今後は、より具体的な訓練を実施すべく、訓練

のあり方について検討を進めます。

利用者からの要望に応え
カフェをオープン

浦安市立中央図書館では、職員全員が司書
の資格を持ち、専門知識を生かして、利用者
の調べ物の手伝いなどを行っています。また、
利用者からの要望に応え、休憩・飲食・閲覧
ができる「ひだまりカフェ」をオープンしま
した。

【検証の結果】
図書館職員全員が司書の資格を持っている

点から、図書館に対する市の取り組み姿勢が
感じられました。

委員会視察レポート
文教・建設委員会

議
員　

自

治
基
本
条

例
が
制
定

さ
れ
、
本

格
的
な
市

民
主
体
の
協
働
・
参
画
の

推
進
が
期
待
さ
れ
る
。
今

後
の
市
の
考
え
を
問
う
。

①
よ
り
多
く
の
市
民
参
加

を
得
る
た
め
の
工
夫
②
行

政
課
題
や
住
民
苦
情
等
、

課
題
解
決
の
場
の
設
定
③

計
画
策
定
・
変
更
等
、
白

紙
か
ら
の
市
民
参
加
を
。

総
務
部
長　
①
参
加
し
や

す
い
イ
ベ
ン
ト
、
興
味
を

持
ち
や
す
い
テ
ー
マ
設
定

や
市
民
同
士
の
呼
び
か
け

な
ど
工
夫
す
る
②
市
民
、

行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
認
識
し
問
題
解
決
に
取

り
組
む
、
必
要
に
応
じ
話

し
合
え
る
機
会
を
つ
く
る

③
自
治
基
本
条
例
制
定
も
、

基
本
的
に
白
紙
の
段
階
か

ら
市
民
と
の
協
働
で
作
り

上
げ
た
。
こ
れ
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
。

議
員　
公
共
料
金
の
値
上

げ
や
サ
ー
ビ
ス
見
直
し
等

に
お
い
て
も
、
市
民
の
意

見
を
聞
き
、
協
働
で
考
え

る
べ
き
。　

総
務
部
長　
幅
広
く
多
様

な
意
見
を
聞
き
，
協
働
に

よ
る
検
討
を
進
め
る
。

議
員　
協
働
推
進
の
た
め

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
充

実
・
強
化
す
べ
き
。

市
民
生
活
部
長　
先
進
市

の
取
り
組
み
を
参
考
に
、

指
定
管
理
者
と
協
議
し
、

さ
ら
な
る
機
能
強
化
を
検

討
す
る
。

▶
第
４
次
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計

画
協
働
会
議

▲戸田市議会災害対策支援本部設置訓練の様子

◀１月 16 日　浦安市立中央図書館にて（本市の図書館職員も同行）

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査

委
員
会
年
間
活
動
成
果

千葉県浦安市
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全
国
の
自
治
体
に
お
い

て
、
公
共
施
設
等
の
老
朽

化
や
、
少
子
高
齢
化
等
が

進
み
、
公
共
施
設
の
更
新

や
維
持
管
理
等
に
係
る
財

源
確
保
な
ど
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
解
決
に
向

け
て
、「
公

※

共
施
設
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

に
取
り
組
む
自
治
体
が
増

え
て
い
ま
す
。
戸
田
市
に

お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な

問
題
の
解
決
に
向
け
て
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
専
門
部
署
で
あ
る「
資

産
管
理
課
」
を
平
成
25
年

度
に
新
設
し
、
公
共
施
設

の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
中
で
、
当
委
員

会
で
は
「
公
共
施
設
の
適

正
な
管
理
・
運
営
」
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
重
ね
、

提
言
書
を
作
成
し
、
執
行

部
に
提
出
し
ま
し
た
。
提

言
書
の
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
提
言
１ 

専
門
的
な
組
織
・

権
限
に
つ
い
て
】

　

①
技
術
職
で
構
成
す
る

専
門
的
な
組
織
を
編
制
す

る
こ
と
②
管
理
権
限
の
一

本
化
及
び
技
術
職
の
一
課

集
結
な
ど
の
体
制
整
備
・

充
実
を
図
る
こ
と
③
維
持

管
理
に
係
る
契
約
を
一
本

化
し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
課
で
締

結
す
る
こ
と
。

【
提
言
２ 

施
設
の
現
状
認
識
、

財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
】

①
建
物
点
検(

健
全
度

調
査)

の
結
果
を
公
表
す

る
こ
と
②
保
有
財
産
量
や

施
設
の
機
能
ご
と
に
必
要

財
産
量
を
見
極
め
、
利
用

度
の
低
い
施
設
の
転
用
や

共
同
利
用
に
よ
る
財
産
の

有
効
活
用
を
図
る
こ
と
③

施
設
の
貸
し
出
し
等
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
地
域

や
民
間
の
施
設
を
募
る
こ

と
④
将
来
の
整
備
費
用
を

確
保
す
る
手
段
と
し
て
、

公
共
施
設
整
備
基
金
を
活

用
し
、
修
繕
費
用
に
充
て

ら
れ
る
よ
う
な
運
用
を
図

る
こ
と
。

【
提
言
３ 

地
域
の
実
情
な
ど

を
把
握
し
た
上
で
の
計
画
の

作
成
に
つ
い
て
】

①
施
設
の
複
合
化
や
統

合
の
計
画
の
作
成
に
当
た

り
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
、
戸
田
市
に
合
っ
た
計

画
や
進
め
方
を
研
究
す
る

こ
と
。

【
提
言
４ 

公
共
施
設
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係

る
意
識
改
革
や
啓
発
、
理
解

促
進
に
つ
い
て
】

①
職
員
研
修
や
市
民
講

座
を
実
施
す
る
こ
と
②
地

域
住
民
へ
の
説
明
や

協
働
に
よ
る
方
針
・

計
画
の
策
定
を
早
い

段
階
か
ら
実
施
す
べ

く
、
手
法
を
確
立
す

る
こ
と
③
地
域
住
民

が
中
心
と
な
っ
て
議

論
を
進
め
る
と
と
も

に
、
意
見
を
聴
取
す

る
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
。

【
提
言
5 

公
共
施
設
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
】

①
施
設
を
所
管
す

る
課
の
担
当
者
が
点

検
や
軽
微
な
補
修
を

行
う
こ
と
で
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
抑

制
を
図
る
べ
く
、
職

員
の
実
地
研
修
を
検

討
す
る
こ
と
。

【
提
言
6 

関
連
機
関
と

の
協
力
な
ど
に
つ
い
て
】

①
近
隣
自
治
体
な
ど
、

広
域
に
お
け
る
連
携
を
強

化
し
、
施
設
の
共
同
利
用

や
事
例
研
究
等
を
行
う
こ

と
②
市
民
と
の
協
働
や
関

連
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、

公
共
施
設
の
運
用
等
に
つ

い
て
、
新
た
な
担
い
手
づ

く
り
を
検
討
す
る
こ
と
。

25
年
度
に
「
安
全
で
快

適
な
都
市
整
備
に
つ
い

て
」
と
「
児
童
生
徒
を
取

り
巻
く
教
育
環
境
に
つ
い

て
」
の
２
点
を
大
き
な
枠

組
み
と
し
て
の
テ
ー
マ
と

し
、
調
査
研
究
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

【
安
全
で
快
適
な
都
市
整
備

に
つ
い
て
】

市
内
の
自
転
車
レ
ー
ン

及
び
ゾ
ー
ン
30
の
整
備
箇

所
を
視
察
し
、
協
議
し
た

結
果
、「
自
転
車
レ
ー
ン

及
び
ゾ
ー
ン
30
等
に
つ
い

て
の
改
善
要
望
」
を
作
成

し
、
執
行
部
へ
提
出
し
ま

し
た
。

　

こ
の
改
善
要
望
で
は
、

自
転
車
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、

道
路
標
示
に
よ
り
明
示
す

る
サ
イ
ン
の
間
隔
を
短
く

す
る
こ
と
や
、
交
差
点
や

丁
字
路
等
に
進
行
方
向
を

示
す
サ
イ
ン
を
明
示
す
る

こ
と
、
ま
た
、
ゾ
ー
ン
30

に
つ
い
て
、
道
路
標
示
の

「
ゾ
ー
ン
」
を
横
書
き
と

し
、「
30
」
を
道
路
標
識

の
最
高
速
度
の
マ
ー
ク
と

す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て

い
ま
す
。

【
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
教

育
環
境
に
つ
い
て
】

25
年
５
月
に
実
施
し
た

ま
た
来
た
い
と
思
わ
せ
る

図
書
館
に
向
け
て

公
共
施
設
の
適
正
な

管
理
・
運
営
に
つ
い
て

委員会は、議案や請願の審査のほかに、所管の範囲で調査事
件を定め、市政に関する調査活動を行うことができます。本市
議会では、常任委員会ごとに具体的な年間活動テーマを決め、
原則、毎月１回委員会を開催し、行政に対して政策提言を積極
的に行っています。

提言書は、議会事務局に置いてあるほか、議会ホームページ
からもご覧になれます。

総
務
委
員
会

長
野
県
小
布
施
町
立
図
書

館
「
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
」

へ
の
視
察
を
通
じ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し

て
図
書
館
は
必
要
で
あ
る

と
の
考
え
に
ま
と
ま
り
、

図
書
館
に
重
点
を
置
い
て

調
査
研
究
を
進
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
25
年
12
月

に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
、
講
師
を

招
い
て
の
講
演
会
を
図
書

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

26
年
度
で
は
、
先
進
的

な
図
書
館
５
館
へ
視
察
を

実
施
し
ま
し
た
。
12
月
に

は
、
25
年
度
に
続
き
、
図

書
館
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ベ
ン
ト
を
図
書
館
と
の
共

催
に
よ
り
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
視
察
や
イ

ベ
ン
ト
を
踏
ま
え
協
議
し

た
結
果
、「
ま
た
来
た
い
と

思
わ
せ
る
図
書
館
に
向
け

て
の
提
言
書
」
を
作
成
し
、

執
行
部
へ
提
出
し
ま
し

た
。こ

の
提
言
書
は
、
委
員

任
期
中
に
実
現
し
て
ほ
し

い
「
短
期
」
提
言
、
２
０

１
６
年
の
市
制
施
行
50
周

年
ま
で
を
め
ど
に
実
現
し

て
ほ
し
い
「
中
期
」
提
言
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で

を
め
ど
に
実
現
し

て
ほ
し
い
「
長
期
」

提
言
の
３
つ
の
構

成
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
短
期
》

最
新
の
ニ
ュ
ー

ス
等
に
関
連
す
る

資
料
や
書
籍
を
取

り
上
げ
て
展
示
す

る
こ
と
、
館
内
に

Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
し
、

館
内
放
送
を
緊
急

時
や
特
別
な
と
き
だ
け
放

送
す
る
こ
と
、
図
書
館
司

書
と
い
う
専
門
性
と
図
書

館
司
書
個
人
の
趣
味
等
を

生
か
し
た
講
座
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
開
催
を
行
う
こ
と
、

イ
ベ
ン
ト
を
市
民
と
一
緒

に
企
画
し
、
毎
年
１
回
以

上
開
催
す
る
こ
と
な
ど
を

求
め
て
い
ま
す
。

《
中
期
》

市
民
の
意
見
を
広
く
取

り
入
れ
な
が
ら
、
図
書
購

入
費
の
充
実
等
を
含
む
図

書
館
ビ
ジ
ョ
ン
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
や
、
カ
フ
ェ

の
設
置
や
コ
ン
サ
ー
ト
等

で
の
提
供
な
ど
、
１
階
玄

関
ホ
ー
ル
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
最
大

限
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど

を
求
め
て
い
ま
す
。

《
長
期
》

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

と
し
て
、
館
内
を
ぬ
く
も

り
の
感
じ
ら
れ
る
空
間
と

す
る
こ
と
、
本
館
１
階
の

事
務
室
を
「
こ
ど
も
図
書

室
」
に
改
修
す
る
こ
と
、

「
戸
田
資
料
室
」
を
設
置

し
、
郷
土
博
物
館
や
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
・
セ
ン
タ
ー
と

の
機
能
連
携
を
図
る
こ
と

な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

常任委員会の年間活動成果

◀
１
月
28
日　

財
務
部
へ
提
言
書

を
提
出

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

26年
度

文
教
・
建
設
委
員
会

※ 公共施設ファシリティマネジメント…公共施設を自治体にとって効率的、効果的に運営すること。

◀
１
月
28
日　

教
育
委
員
会
へ
提
言

書
を
提
出

平成２７年１月 
 

戸田市議会 文教・建設常任委員会 

また来たいと思わせる図書館 
に向けての提言書 

 
 
公共施設の適正な管理・運営       

についての提言書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

平成２７年１月   

戸田市議会 総務常任委員会 
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とだ議会だより No.186とだ議会だより No.186

【
提
言
理
由
】

人
は
誰
し
も
、
自
分
と

自
分
が
大
切
に
思
う
全
て

の
人
に
対
し
て
、
健
康
に

長
生
き
す
る
こ
と
を
願
う

と
思
い
ま
す
。
健
康
福
祉

常
任
委
員
会
の
委
員
一
同

は
、
戸
田
市
民
の
皆
様
に

健
康
で
長
生
き
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
願
い
、
今
回

の
年
間
活
動
テ
ー
マ
を
選

定
し
ま
し
た
。

【
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
首
長
研
究
会
ま
た
は
Ｗ

Ｈ
Ｏ
健
康
都
市
連
合
へ
の
加

盟
の
検
討
】

健
康
に
関
す
る
先
進
自

治
体
と
協
調
す
る
こ
と
で
、

よ
り
そ
の
取
り
組
み
を
強

化
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ

ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
首
長
研
究

会
加
盟
自
治
体
５
市
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
健
康
都
市
連
合
加
盟

高
齢
者
を
元
気
に

ス

※

マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
の

取
り
組
み

自
治
体
１
市
を
視
察
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
い
ず
れ

か
の
団
体
、
も
し
く
は
両

方
の
団
体
に
加
盟
す
る
べ

き
と
の
結
論
に
至
り
ま
し

た
。

【
戸
田
市
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
推
進
庁
内
会
議
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
の
活
用
】

健
康
に
関
す
る
調
査
や

血
液
検
査
を
、
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
事
業
の
参
加

者
に
実
施
し
、
体
格
の
変

化
、
血
液
検
査
の
変
化
な

ど
取
り
組
み
効
果
の
検
証

を
す
る
こ
と
を
提
言
し
ま

す
。
戸
田
市
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
推
進
庁
内
会
議
が

設
置
さ
れ
、
横
断
的
な
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
こ
の
会

議
を
活
用
し
、
有
効
な
取

り
組
み
を
検
討
す
る
こ
と

を
提
言
し
ま
す
。

【
市
民
へ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
実
施
の
励
行
】

本
市
で
は
、
既
に
、
庁

内
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
施
策
が
検
討

さ
れ
、
コ
ー
ス
の
設
定
、

整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

26
年
度
は
、
市
民
団
体
と

の
協
働
に
よ
り
、
コ
ー
ス

を
生
か
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
事
業
も
実
施
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
、
さ
ら

に
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
に
、
市
内
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
よ
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
な
ど
、

民
間
の
取
り
組
み
と
連
携

す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
す
。

【
健
康
都
市
宣
言
の
採
択
】　

茨
城
県
潮
来
市
で
は
、

市
民
に
わ
か
り
や
す
い「
健

康
都
市
宣
言
『
健
康
都
市

い
た
こ
』」
を
採
択
し
て
い

ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、

健
康
都
市
宣
言
の
採
択
を

検
討
す
る
べ
き
で
す
。

【
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
へ
の
対
処
】

運
動
器
の
障
害
の
た
め

に
移
動
機
能
の
低
下
を
来

し
た
状
態
を
「
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
略
称
：
ロ
コ
モ
、
和
名
：

運
動
器
症
候
群
）」
と
い
い

ま
す
。
予
防
と
し
て
、
筋

力
の
維
持
、
特
に
下
肢
の

筋
肉
の
減
少
を
防
止
す
る

た
め
、
軽
い
運
動
で
は
な

く
、
少
し
負
荷
を
か
け
た

運
動
で
筋
力
の
維
持
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
第

２
次
戸
田
市
健
康
増
進
計

画
で
は
、
市
民
へ
の
普
及

啓
発
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、

健
康
教
育
事
業
な
ど
を
通

し
て
、
周
知
さ
れ
つ
つ
あ

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後

は
、
若
い
う
ち
の
競
技
ス

ポ
ー
ツ
の
活
性
化
や
老
年

期
の
筋
力
増
強
の
た
め
の

体
操
教
室
の
実
施
な
ど
、

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
予
防
対
策
事
業

を
進
め
る
こ
と
を
提
言
し

ま
す
。

▶
１
月
28
日　

福
祉
部
へ
提
言
書

を
提
出

◀
１
月
28
日　

市
民
生
活
部
へ
提
言

書
を
提
出

石 井 民 雄

総 　 　 務
文教・建設
健 康 福 祉
市 民 生 活

遠 藤 英 樹
榎 本 守 明
山 崎 雅 俊
本 田　哲
手 塚 静 枝

細 田 昌 孝
峯 岸 義 雄
三輪なお子
真 木 大 輔
遠 藤 英 樹

金 野 桃 子
中 山 祐 介
望 月 久 晴
馬場栄一郎
本 田　哲

高 橋 秀 樹
竹 内 正 明
酒 井 郁 郎
石 川 清 明
竹 内 正 明

花 井 伸 子
伊 東 秀 浩
手 塚 静 枝
秋 元 良 夫
伊 東 秀 浩

三 浦 芳 一
熊 木 照 明
石 井 民 雄
栗 原 隆 司
酒 井 郁 郎 熊 木 照 明

常
任
委
員
会

委 員 会 名 委 員 長 副委員長 委 員 氏 名

議会運営委員会

メンバーが代わりました。常任委員会委員は、２年の任期になって初めての交代です。２月臨時会

中 山
三 浦
三 輪

峯 岸
山 崎
細 田

馬 場
栗 原
石 川

本 田

遠 藤

真　　木

伊 東

竹　　内

花 井

伊　　東

酒 井

高 橋

秋 元

望 月

石 井

手 塚競 艇 組 合 議 会
( 議 長：榎 本 )
衛生センター組合議会
（ 議 長 ： 熊 木 ）

一
部
事
務
組
合

区 　 　 　 分 氏 名委員長

石 井

遠 藤
秋 元

副委員長

手　　塚

竹 内
石 川

中 山
高 橋
馬 場
金　　野

金　　野
花 井
本 田
細　　田

三 輪
望 月
石 川
本 田

峯　　岸
秋 元
酒 井
真 木

細 田
栗 原
山 崎
竹 内

真 木

熊 木
伊 東

伊 東

望　　月

榎 本

石 井

交 通 対 策

議 会 改 革
議 会 広 報

特
別
委
員
会

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

健
康
福
祉
委
員
会

市
民
生
活
常
任
委
員
会

で
は
、
平
成
26
年
度
の
年

間
活
動
テ
ー
マ
を
「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

と
市
民
活
動
支
援
に
つ
い

て
」
と
定
め
、
市
と
し
て
、

市
民
活
動
を
ど
の
よ
う
に

支
援
す
べ
き
か
、
調
査
研

究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

先
進
地
へ
の
視
察
の
ほ

か
、
本
市
の
市
民
活
動
の

拠
点
で
あ
る
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｏ(

戸
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー)

の
視
察
や
、
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
登
録
団
体
等

と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、

そ
の
成
果
と
し
て
、「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
と
市
民
活
動
支
援
に
関

す
る
提
言
」
を
ま
と
め
、

執
行
部
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
提
言
は
、
主
に
、

登
録
団
体
等
と
の
意
見
交

換
会
を
通
し
て
把
握
し
た

市
民
活
動
支
援
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
対
す
る
解
決
策

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、

提
言
項
目
は
５
項
目
に
わ

た
り
ま
す
。

提
言
項
目
の
要
旨
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
提
言
１ 

市
民
活
動
コ
ー

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

向
け
た
市
民
活
動
支
援
の
あ
り
方

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
】

課
題
を
抱
え
る
市
民
活

動
団
体
の
会
議
に
参
加
し

て
直
接
助
言
を
行
う
な
ど
、

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
支
援
し

切
れ
な
い
部
分
を
支
援
す

る
市
民
活
動
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
こ

と
。

【
提
言
２ 

１
％
支
援
制
度
の

導
入
】

市
民
活
動
団
体
向
け
の

補
助
金
制
度
と
し
て
、
市

民
が
、
支
援
し
た
い
市
民

活
動
団
体
の
事
業
を
選
択

し
、
そ
の
届
出
数
に
よ
っ

て
補
助
金
額
が
決
定
さ
れ

る
１
％
支
援
制
度
を
導
入

し
、
市
民
活
動
団
体
の
広

報
活
動
の
活
性
化
等
を
図

る
こ
と
。

【
提
言
３ 

協
働
事
業
提
案
制

度
の
導
入
】

複
雑
な
地
域
課
題
に
対

し
、
市
民
と
行
政
が
お
互

い
に
事
業
を
提
案
し
、
協

働
で
取
り
組
む
こ
と
で
解

決
を
図
る
、
協
働
事
業
提

案
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
。

【
提
言
４ 

市
民
活
動
に
関
す

る
情
報
発
信
】

駅
前
等
、
不
特
定
多
数

の
市
民
が
行
き
交
う
場
所

に
、
市
民
活
動
に
関
す
る

情
報
発
信
の
場(

掲
示
板

等)

を
設
け
る
こ
と
。

【
提
言
５ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の

機
能
強
化
】

①
手
狭
な
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｏ
に
つ
い
て
、
建
て
替
え

や
増
築
、
他
の
公
共
施
設

へ
の
移
転
等
、
ス
ペ
ー
ス

不
足
の
解
消
策
を
講
じ
る

こ
と
②
ス
タ
ッ
フ
自
身
が

市
民
活
動
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
で
あ
る
よ
う
、
そ
の

育
成
・
能
力
開
発
に
努
め

る
こ
と
③
ス
タ
ッ
フ
全
員

が
高
い
水
準
の
相
談
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
弁
護
士
等
の
専

門
家
に
つ
な
ぐ
べ
き
基
準

を
設
け
る
な
ど
、
相
談
体

制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
④

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
、
市
民

活
動
団
体
と
行
政
と
の
間

で
意
見
調
整
を
行
う
つ
な

ぎ
役
と
な
る
こ
と
⑤
登
録

団
体
の
活
動
状
況
を
正
確

に
把
握
し
て
、
実
際
に
活

動
し
て
い
る
団
体
の
支
援

に
特
化
す
る
よ
う
、
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ
の
登
録
を
年

度
ご
と
の
更
新
制
と
す
る

こ
と
⑥
登
録
団
体
の
実
際

の
活
動
の
雰
囲
気
が
伝
わ

り
や
す
い
よ
う
、
登
録
団

体
の
活
動
情
報
を
動
画
で

発
信
す
る
こ
と
。

 

 

 

地域コミュニティの活性化と 

市民活動支援に関する提言 
 

 

（１）市民活動コーディネーターを養成すること 

（２）市民が選択できる補助金制度(１％支援制度)を導入すること 

（３）協働事業提案制度を導入すること 

（４）駅前等に市民活動に関する情報発信の場を設けること 

（５）ＴＯＭＡＴＯの機能強化に努めること 

①スペース不足の解消策を講じること 

②スタッフの育成・能力開発に努めること 

③相談体制を充実させること 

④市民活動団体と行政とのつなぎ役を担うこと 

⑤ＴＯＭＡＴＯへの登録を年度ごとの更新制とすること 

⑥登録団体の活動情報を動画で発信すること 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

平成２７年１月 

戸田市議会 市民生活常任委員会 

市
民
生
活
委
員
会

とだ議会だより No.186 とだ議会だより No.186

※スマートウエルネスシティ…超高齢・人口減少社会によって生じるさまざまな社会課題を克服するため、「健幸」をまちづくり
の基本に据えた新しい都市モデル。

 
 
 

提言書

～市民の健康を守る取り組み  

 

スマートウェルネスシティ

の取り組みについて

 

～市民の健康を守る取り組み 

提言書

平成 27年1月 戸田市議会 健康福祉常任委員会 
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とだ議会だより No.186

就任あいさつ
議会における危機管理体制の構築・拡充を

このたび、議員各位のご推挙により、私たちは議長並び
に副議長に就任いたしました。大変光栄でありますととも
に、責任の重大さに改めて身の引き締まる思いであります。
市民の皆様の安心・安全を第一に考え、昨年１２月に施
行いたしました「戸田市議会における災害発生時の対応要
領」等に基づいた実践訓練の実施など、危機管理体制の構
築や拡充に努めてまいる所存です。
また、議会改革を一層前進させ、改革の息吹を絶え間な
く吹き込むとともに、「開かれた議会」を目指して、公平
で公正な活力ある議会運営を行ってまいります。さらに、
市民福祉の向上に向けて、市民・行政・議会が一緒になっ
て汗をかく、「協働」による新たなまちづくりを推進して
いきたいと考えております。
引き続き市民の皆様の信託に全力で応えるため、最善の
努力を尽くす決意でございますので、今後とも一層のご支
援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

（
掲
載
し
た
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
）

本
紙
は
環
境
に
配
慮
し
、
再
生
紙
と
「
大
豆
油
イ
ン
キ
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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０
１
５
年
が
幕
を

開
け
、
早
い
も
の

で
５
月
で
あ
る
。
今
年

は
終
戦
か
ら
70
年
と
い

う
節
目
。
改
め
て
歴
史

を
学
び
、
あ
の
と
き
の

教
訓
を
ど
う
未
来
へ
継
承
す
べ
き
か

…
。
そ
し
て
、
間
も
な
く
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
仙
石
線
が
全
線
で

運
転
再
開
だ
。　
　
　

       　
（
細
）

朝
の
彩
湖
周
辺
を
散
策
し
て

い
ま
す
。
戸
田
ヶ
原
の
桜
草

が
、
と
て
も
き
れ
い
に
咲
き
始
め
、

満
開
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
、
と
て
も
美
し
い
季
節
で

す
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
残
念
な
の
が
、

桜
草
の
株
を
持
ち
去
っ
た
跡
が
あ
る

の
が
心
痛
み
ま
す
。　
　
　
　

 （
民
）

年
は
１
月
・
２
月
は
と
て
も

寒
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、

３
月
に
な
っ
て
急
に
暖
か
く
な
り
、

桜
が
開
花
し
た
途
端
に
初
夏
の
よ
う

な
陽
気
に
な
り
、
や
っ
ぱ
り
地
球
温

暖
化
が
進
ん
で
い
る
と
実
感
し
ま
し

た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
望
）

ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
で
す
。
も
ち

ろ
ん
浦
和
レ
ッ
ズ
、
近
年
は

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
も
応
援
し
て

い
ま
す
。
レ
ッ
ズ
の
Ｊ
１
優
勝
、
ア

ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
の
Ｊ
２
優
勝
と
昇
格

が
今
年
の
願
い
で
す
。
さ
い
た
ま
ダ

ー
ビ
ー
が
見
た
い
、
応
援
に
行
き
た

い
、
ど
っ
ち
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て

な
ん
て
悩
ん
で
み
た
い
！　

   （
良
）

Ｓ
Ｂ
は
、
と
て
も
小
さ
く
、

膨
大
な
デ
ー
タ
を
保
存
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
重
宝
に
使
っ

て
い
ま
し
た
が
、
先
日
、
そ
の
Ｕ
Ｓ

Ｂ
を
紛
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
小

さ
い
が
ゆ
え
に
、
見
つ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
便
利
な
物
に
頼
り
過
ぎ
る

と
い
け
な
い
な
と
痛
感
し
ま
し
た
。       

　
　
　
　
　
　
　
　

            （
本
）

「と」は、形のバランスに気をつけて書きました。
「だ」は、濁点の力強さを意識して書きました。
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▲この議会だよりは私たちがつくっています　

題字を書いてくれた人

議長　三浦 芳一 副議長　馬場 栄一郎
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※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
気
軽
に
市
役
所
へ
傍
聴
に
お
い
で

　
下
さ
い
。

本
会
議

（
一
般
質
問
）

６
月
定
例
会
の
予
定

議会日誌

１
月

２
月

３
月

13 日　総務委員会／市民生活委員会
14 日　県南都市問題協議会環境問題研究部会視察
15 日　議会広報委員会／
            県南都市問題協議会危機管理問題研究部会講演会／
            県南都市問題協議会都市計画・交通問題研究部会視察
16 日　文教・建設委員会視察
19 日　健康福祉委員会／総務委員会／文教・建設委員会／
　　　  熊本県長洲町議会視察来庁
20 日　文教・建設委員会／三重県松阪市議会視察来庁
21 日　栃木県日光市議会視察来庁／一区議長会議員研修会
22 日　議会広報委員会
23 日　県市議会議長会役員会
27 日　議会改革特別委員会
28 日　議会運営委員会／常任委員会 ( 総務／文教・建設／
　　　  健康福祉／市民生活）

  4 日～５日　２月臨時会　本会議 ( 正副議長選挙等 )
  6 日　県市議会議長会議員行政研修会
  9 日　戸田競艇組合議会議会運営委員会／
　　　 千葉県柏市議会視察来庁／
           戸田市議会災害対策支援本部設置訓練
10 日　蕨戸田衛生センター組合議会議会運営委員会
12 日　青森県五所川原市議会視察来庁
13 日　戸田競艇組合議会
16 日　議会運営委員会／健康福祉委員会
17 日　埼玉県議会視察来庁
18 日　蕨戸田衛生センター組合議会／
            議会モニター委嘱状交付式
23 日　本会議 ( 開会、施政方針、総括説明、詳細説明 ) ／
            議会運営委員会
24 日　本会議 ( 詳細説明 )
25 日　蕨戸田衛生センター組合議会

  4 日　本会議（総括質問）／議会広報委員会
  5 日　本会議（議案質疑）／委員長会議／議会運営委員会／
　　     議員互助会役員会
  6 日　本会議（一般質問①）
  9 日　本会議（一般質問②）／
　　     文教・建設委員会／市民生活委員会
10 日　本会議（一般質問③）／議会運営委員会
11 日　健康福祉委員会
12 日、13 日、16 日、17 日　常任委員会（総務／
　　　  文教・建設／健康福祉／市民生活）
18 日　特別委員会（交通対策／議会改革）／議会運営委員会
19 日　健康福祉委員会市内視察
20 日　戸田競艇組合議会
25 日　本会議（委員長報告、討論、採決）
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